
護
憲
三
派
内
閣
と
し
て
成
立
し
た
加
藤
高
明
政
権
下
に
お
い
て
は
貴

族
院
改
革
が
断
行
さ
れ
、
多
額
納
税
者
議
員
選
挙
の
互
選
人
の
数
は
そ

れ
ま
で
の
一
五
人
か
ら
一

0
0
人
（
人
口
が
平
均
以
上
の
東
京
府
・
大

阪
府
・
福
島
県
な
ど
は
二
人
）
に
増
加
し
た
。
そ
の
た
め
選
挙
戦
を
効

率
良
く
進
め
る
目
的
か
ら
衆
議
院
の
政
党
で
あ
る
憲
政
会
・
立
憲
政
友

会
（
以
下
、
政
友
会
）
、
政
友
本
党
が
候
補
者
擁
立
に
大
き
く
関
与
し
、

あ
る
い
は
中
立
候
補
者
を
支
援
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
、
す
な
わ
ち
貴

族
院
の
政
党
化
が
確
立
し
た
。
そ
も
そ
も
大
正
十
四
(
-
九
二
五
）
年

は
六
回
目
の
多
額
納
税
者
議
員
選
挙
の
改
選
年
に
当
た
っ
て
い
た
た
め

従
来
通
り
六
月
十
日
の
選
挙
に
向
け
て
年
明
け
以
降
そ
の
準
備
に
着
手

し
た
が
、
改
正
貴
族
院
令
（
大
正
十
四
年
五
月
五
日
勅
令
第
百
七
十
四

は
じ
め
に

東
北
六
県
に
お
け
る
大
正
十
四
年
貴
族
院
多
額
納
税
者
議
員
選
挙

ー
新
聞
報
道
に
見
る
選
挙
戦
の
実
態
ー
_

号
）
の
公
布
に
よ
っ
て
九
月
十
日
の
選
挙
に
向
け
て
仕
切
り
直
し
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。

秋
田
県
で
は
旧
法
下
で
一

0
0
人
の
互
選
人
に
対
応
し
た
予
備
調
査

(
1
)
 

を
実
施
し
た
上
で
、
六
月
一
日
現
在
で
の
直
接
国
税
二
五

0
0
円
以
上

(
2
)
 

を
納
め
る
互
選
人
名
簿
を
作
成
・
告
示
し
、
二
十
日
か
ら
八
月
三
日
ま

で
の
縦
翌
期
間
中
に
失
格
者
六
人
（
一
人
死
亡
）
が
発
生
し
た
が
補
充

可
能
な
納
税
資
格
者
が
二
人
し
か
い
な
か
っ
た
た
め
、
欠
員
六
人
の
ま

ま
改
正
貴
族
院
多
額
納
税
者
議
員
互
選
規
則
（
大
正
十
四
年
六
月
十
八

日
勅
令
第
二
百
三
十
四
号
）
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
三
十
一
日
に
九
四

人
の
互
選
人
が
確
定
し
た
。
こ
の
中
か
ら
九
月
一
日
に
選
挙
立
会
人
三

(
3
)

（

4
)

（

5
)
 

人
を
選
任
し
、
投
票
時
間
の
告
示
お
よ
び
開
票
日
時
の
告
示
を
経
て
、

選
挙
前
日
の
九
日
に
は
秋
田
県
庁
知
事
室
で
会
場
の
舗
設
が
行
わ
れ
、

十
日
の
投
開
票
を
迎
え
て
い
る
。
新
法
下
で
互
選
人
名
簿
の
告
示
以
前

伊

藤

寛

崇
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【渭浦内閣と加藤内閣】

貴族院・研究会

＂こ鵬こi
隣浦奎吾内閣l

就任 ：大正13年 1月 7日

退任 ：大正13年 6月 11日

-I一

榊田渭兵衛

1 4 9 

VS 

立憲政友会 1 2 9 

憲 政 会 l O 3 

革新倶楽部 4 3 

暴
第15回総選挙 (5月I0日）

急t政会 1 5 1 

立憲政友会 l O 0 

革新倶楽部 30 

VS 

こヽ政友本党 I 1 6 ． 

連立離脱 （大正11年8月

→憲政会単独内閣となる
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憲政会・総裁

加藤高明内閣

就任 ：大正I3年 6月 II日

退任：大正I5年 1月30日

立憲政友会 ・総裁

高橋是清

革新倶楽部・党首

犬養毅

Akita University



に
予
備
調
査
を
実
施
し
た
の
は
東
北
六
県
の
中
で
今
の
と
こ
ろ
秋
田
県

-
f
)

、

し
か
確
認
で
き
な
い
ヵ
一
連
の
選
挙
の
準
備
状
況
は
県
報
お
よ
ぴ
選

挙
報
道
を
見
る
限
り
六
県
と
も
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
大
正
十
四
年
の
多
額
納
税
者
議
員
選
挙
は
新
法
に
対
応

し
て
本
来
の
選
挙
期
日
を
ち
ょ
う
ど
三
カ
月
遅
ら
せ
て
九
月
十
日
に
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
選
挙
準
備
と
平
行
し
て
そ
れ
ま
で
と
は
大

き
く
異
な
る
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
本
稿
で
は
東
北
六
県

の
地
元
新
聞
の
選
挙
報
道
か
ら
貴
族
院
の
選
挙
に
衆
議
院
の
政
党
が
ど

の
よ
う
に
関
与
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

問
題
の
所
在

貴
族
院
に
関
す
る
論
考
は
制
度
史
か
ら
人
物
研
究
ま
で
多
種
多
様
に

及
ん
で
い
る
が
そ
れ
ほ
ど
多
い
と
は
言
え
な
い
。
本
稿
の
対
象
と
す
る

大
正
十
四
年
の
多
額
納
税
者
議
員
選
挙
に
関
す
る
論
考
は
次
の
四
例
を

数
え
る
の
み
で
あ
る
。

①
西
尾
林
太
郎
氏
「
大
正
十
四
年
貴
族
院
多
額
納
税
者
議
員
選
挙
~

埼
玉
県
の
場
合
ー
」
（
愛
知
淑
徳
大
学
大
学
院
研
究
会
編
「
愛
知
淑
徳

大
学
現
代
社
会
研
究
科
研
究
報
告
」
第
九
号
、
二

0
―
二
年
三
月
）
。

②
西
尾
林
太
郎
氏
「
第
六
回
貴
族
院
多
額
納
税
者
議
員
通
常
選
挙
の

当
選
者
と
会
派
」
（
愛
知
淑
徳
大
学
大
学
院
研
究
会
絹
「
愛
知
淑
徳
大

学
現
代
社
会
研
究
科
研
究
報
告
」
第
一

0
号
、
二

0
一
四
年
―
-
＿
月
）
。

③
西
尾
林
太
郎
氏
「
大
正
十
四
年
多
額
納
税
者
議
員
選
挙
と
そ
の
当

選
者
」
（
愛
知
淑
徳
大
学
編
「
愛
知
淑
徳
大
学
論
集
—
交
流
文
化
学
部
篇
」

第
四
号
、
二

0
一
四
年
三
月
）
。

④
拙
稿
「
秋
田
県
下
の
大
正
十
四
年
貴
族
院
多
額
納
税
者
議
員
選

挙
」
（
秋
田
近
代
史
研
究
会
編
「
秋
田
近
代
史
研
究
」
第
五
二
号
、

一＿

o-
四
年
九
月
）
。

②
お
よ
び
③
か
ら
は
全
国
紙
（
『
東
京
朝
日
新
聞
」
、
「
読
売
新
聞
J

)

の
選
挙
報
道
か
ら
選
挙
結
果
、
当
選
議
員
の
内
訳
等
が
明
ら
か
と
な
る

が
、
各
道
府
県
の
選
挙
戦
の
分
析
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で

筆
者
は
④
の
論
考
を
含
む
東
北
六
県
に
限
定
し
て
選
挙
戦
の
動
向
を
調

査
す
る
た
め
、
二

0
一
五
年
七
月
・
十
二
月
、
二

0
一
六
年
三
月
の
三

回
に
わ
た
っ
て
秋
田
県
を
除
く
東
北
五
県
の
県
立
図
書
館
に
赴
い
て
地

元
新
聞
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ム
ル
の
閲
覧
•
印
刷
を
行
っ
た
。
本
稿
は
そ

の
選
挙
報
道
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

メ
デ
ィ
ア
が
ま
だ
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
明
治
・
大
正
期
に
お
い
て

各
道
府
県
の
地
元
新
聞
は
政
党
の
機
関
紙
的
側
面
を
持
っ
て
お
り
、
政

党
の
中
央
と
地
方
、
言
い
換
え
れ
ば
本
部
と
支
部
と
を
つ
な
ぐ
大
き
な

パ
イ
プ
役
を
担
っ
て
い
た
。
大
正
十
四
年
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
東
北

六
県
に
お
け
る
地
元
新
聞
の
現
存
状
況
は
【
表
1
】
の
通
り
で
あ
る
。

一
県
に
最
低
二
紙
以
上
が
現
存
し
て
い
れ
ば
そ
の
選
挙
報
道
を
比
較
検

討
す
る
こ
と
で
選
挙
戦
の
実
像
が
大
き
く
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
た
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［表1】地元紙の現存状況（大正 14年）

憲政会系 政友会系 政友本党系 中立•その他

行森県 弘(前7新月聞• 8月欠号） 東奥日報（憲政会寄り）

岩手県 岩手日報 岩手毎日新聞

宮城県 河北新報（憲政会寄り）

秋田県 秋田魁新報 日刊新秋田 秋田新聞（旧革新倶楽部系）

山形県 鶴鶴酒岡岡田新新日報聞聞 荘米山沢形内新新新報聞聞

福島県 福島民友新聞 福島民報 福島新聞

※地元紙がどの政党系であるかの判断は候補者の選挙広告、社説の論調等から判断した（青森
県と山形県の選挙広告は後掲）。

だ
し
注
意
点
と
し
て
対
立
す
る
地
元
新
聞
同
士
で
の
批
判
報
道
が
過
多

に
な
る
傾
向
が
強
い
た
め
、
そ
の
真
偽
の
見
極
め
が
重
要
と
な
る
。
さ

ら
に
選
挙
に
関
わ
っ
た
人
物
の
日
記
や
手
紙
等
の
分
析
を
こ
れ
に
加
え

れ
ば
な
お
一
層
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
増
す
こ
と
に
な
る
が
、
本
稿
で
は
時

間
的
制
約
か
ら
選
挙
報
道
の
み
に
止
ま
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お

＜
 

候
補
者
の
選
定

東
北
六
県
に
お
い
て
多
額
納
税
者
議
員
選
挙
の
候
補
者
の
選
定
は
以

下
に
述
べ
る
五
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
確
認
で
き
る
。

ま
ず
第
一
に
大
正
十
四
年
が
従
来
通
り
七
年
毎
の
改
選
年
に
当
た
っ

て
い
た
た
め
六
月
選
挙
を
想
定
し
て
旧
制
度
下
で
早
々
と
候
補
者
を
決

定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
青
森
県
で
は
四
月
十
九
日
に
政
友
本
党
支
部
評

議
員
会
を
開
催
し
、
旧
法
で
実
施
の
場
合
は
盛
田
喜
平
治
（
上
北
郡
七

戸
町
、
互
選
人
名
蒋
順
位
第
三
位
）
、
新
法
で
実
施
の
時
は
鳴
海
周
次

郎
（
西
津
軽
郡
車
力
村
、
互
選
人
名
簿
順
位
第
十
九
位
）
を
推
薦
す
る

で

こ
と
に
決
定
し
た
か
、
改
正
貴
族
院
令
が
公
布
さ
れ
た
た
め
自
動
的
に

嗚
海
が
候
補
者
と
な
っ
た
。
互
選
人
の
数
に
応
じ
て
二
人
の
候
補
者
を

選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
背
景
と
し
て
、
大
正
十
二
年
に
行
わ

れ
た
補
欠
選
挙
の
際
に
次
期
改
選
で
は
盛
田
を
候
補
者
に
擁
立
す
る
と

(
8
)
 

い
う
密
約
が
交
わ
さ
れ
て
お
り
、
盛
田
に
配
慮
し
つ
つ
も
増
加
す
る
互
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選
人
に
到
底
太
刀
打
ち
で
き
な
い
と
判
断
し
た
政
友
本
党
支
部
が
最
終

的
に
嗚
海
の
擁
立
に
動
い
た
も
の
で
あ
る
。
嗚
海
は
互
選
人
名
薄
の
告

示
直
後
か
ら
南
部
地
方
で
の
支
持
を
獲
得
す
る
た
め
三
戸
郡
内
の
有
権

(
9
)
 

者
訪
問
を
開
始
し
た
。

ま
た
山
形
県
で
は
六
月
十
二
日
に
政
友
会
支
部
幹
部
会
を
開
き
、
三

大
政
戦
の
う
ち
衆
議
院
山
形
県
第
六
区
補
欠
選
挙
と
多
額
納
税
者
議
員

選
挙
の
候
補
者
問
題
を
協
議
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
県
会
議
員
の
工
藤

八
之
助
（
西
村
山
郡
高
松
村
、
互
選
名
簿
順
位
第
二
十
五
位
）
を
推
薦

(10) 

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
十
七
日
に
高
橋
熊
次
郎
支
部
長
、
西
沢
定
吉

総
務
、
青
木
源
三
郎
幹
事
長
の
三
人
が
工
藤
を
訪
問
し
て
立
候
補
の
承

諾
を
懇
請
し
、
「
不
肖
を
推
薦
せ
ら
れ
た
る
幹
部
会
の
御
厚
意
は
厚
く

感
謝
す
る
処
な
る
も
親
戚
其
他
の
意
見
を
聴
取
し
た
る
上
に
あ
ら
ざ
れ

ば
即
座
に
諾
否
の
表
示
は
致
し
兼
ぬ
る
を
以
て
両
三
日
間
考
慮
の
余
地

を
与
へ
ら
れ
た
し
と
の
挨
拶
で
あ
っ
た
」
が
、
間
も
な
く
選
挙
運
動
を

(11) 

開
始
し
た
。

第
二
に
現
職
を
候
補
者
に
擁
立
し
た
の
が
憲
政
会
秋
田
県
支
部
の
対

応
で
あ
る
。
は
じ
め
は
再
選
出
馬
に
消
極
的
だ
っ
た
土
田
万
助
（
平
鹿

郡
館
合
村
、
互
選
人
名
薄
第
二
位
）
に
代
わ
っ
て
奈
良
磐
松
（
南
秋
田

郡
金
足
村
、
互
選
人
名
簿
第
三
位
）
の
捕
立
を
検
討
し
た
が
、
「
家
事

の
都
合
上
到
底
立
候
補
を
許
さ
ぬ
事
情
あ
れ
ば
諒
さ
れ
た
い
」
と
し
て

(12) 

七
月
二
十
八
日
に
本
人
が
固
持
し
た
た
め
に
、
同
日
夜
に
幹
部
十
二
人

が
小
林
旅
館
に
集
結
し
て
協
議
会
を
開
き
、
現
職
の
土
田
に
再
起
を
求

(13) 

め
る
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
。
翌
二
十
九
日
に
は
伊
藤
恭
之
助
支
部

長
と
村
山
喜
一
郎
、
塩
田
団
平
、
信
太
俄
右
衛
門
の
三
代
議
士
が
土
田

邸
を
訪
問
し
て
立
候
補
を
勧
説
し
、
三
十
日
夜
に
早
々
と
土
田
の
出
馬

が
決
定
し
た
。

第
三
に
中
央
政
界
の
動
向
、
す
な
わ
ち
護
憲
三
派
の
崩
壊
に
左
右
さ

れ
て
無
風
選
挙
が
一
転
し
て
激
戦
に
変
化
し
た
の
が
宮
城
県
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
宮
城
県
で
は
政
憲
協
調
の
趣
旨
に
則
っ
て
政
友
会
所
属
の
衆

議
院
議
員
で
あ
る
伊
沢
平
左
衛
門
（
仙
台
市
、
互
選
人
名
縛
順
位
第
一

位
）
を
候
補
者
に
擁
立
す
る
こ
と
が
ほ
ぽ
内
定
し
、
伊
沢
の
鞍
替
え
に

伴
う
宮
城
県
第
一
区
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て
は
憲
政
会
候
補
者
を
逆
に

(15) 

政
友
会
が
支
援
す
る
方
針
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

伊
沢
氏
は
代
議
士
を
辞
し
て
公
選
議
員
の
候
補
者
た
る
こ
と
然
し

て
代
議
士
の
補
欠
選
挙
は
憲
政
会
よ
り
（
村
松
、
荒
井
両
氏
何
れ

に
て
も
推
戦
）
す
る
こ
と
然
か
も
両
選
挙
に
当
り
て
は
政
憲
二
派

が
相
提
携
し
て
応
援
す
る
こ
と
に
内
協
定
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

護
憲
三
派
の
枠
組
み
を
維
持
し
た
ま
ま
無
風
選
挙
に
持
っ
て
行
く
手

は
ず
で
あ
っ
た
が
、
七
月
に
入
り
加
藤
政
権
の
内
紛
に
よ
っ
て
政
友
会

が
連
立
政
権
か
ら
離
脱
す
る
動
き
を
見
せ
始
め
る
と
本
部
が
支
部
の
動

き
を
牽
制
す
る
形
で
補
欠
選
挙
の
候
補
者
を
憲
政
会
に
譲
る
こ
と
を

(16) 

は
っ
き
り
と
否
定
し
た
。
こ
う
し
て
政
憲
協
調
は
直
ち
に
打
ち
切
ら
れ
、

八
月
二
日
に
憲
政
会
単
独
内
閣
と
し
て
加
藤
政
権
が
再
度
成
立
し
た
の

を
受
け
て
、
翌
＿
―
-
日
に
政
友
会
支
部
幹
部
会
を
開
い
て
正
式
に
伊
沢
擁
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(17) 

立
を
決
定
し
た
。
政
友
会
の
動
き
に
巻
き
込
ま
れ
て
候
補
者
選
定
が
大

幅
に
遅
れ
た
憲
政
会
は
十
六
日
に
藤
沢
幾
之
輔
総
務
が
来
仙
し
た
の
を

機
に
、
十
七
日
か
ら
村
松
亀
一
郎
支
部
長
と
内
ヶ
崎
作
三
郎
、
斎
藤
仁

太
郎
、
菅
原
英
伍
の
三
代
議
士
ら
が
仙
台
ホ
テ
ル
で
協
議
を
開
始
し
た
。

(18) 

は
じ
め
は
旧
制
度
下
で
立
候
補
が
内
定
し
て
い
た
氏
家
消
吉
（
伊
具
郡

角
田
町
、
互
選
人
名
簿
順
位
第
八
位
）
に
極
力
懲
瓶
を
試
み
た
も
の
の

親
戚
が
反
対
し
た
た
た
め
に
交
渉
が
失
敗
し
、
急
転
直
下
で
元
県
会
議

員
の
青
木
存
秀
（
仙
台
市
、
互
選
人
名
簿
順
位
第
二
十
二
位
）
に
白
羽

の
矢
を
立
て
て
交
渉
し
た
結
果
、
青
木
は
「
そ
の
熱
誠
に
動
か
さ
れ
万

(19) 

難
を
排
し
て
」
立
候
補
を
決
心
し
た
。

第
四
に
地
方
の
経
済
界
主
祁
で
候
補
者
が
選
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
青
森
県
で
は
憲
政
会
と
政
友
会
が
中
央
政
界
の
動
向
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
設
憲
三
派
の
枠
組
み
を
維
持
し
た
ま
ま
在
京
の
中
立
候
補

者
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
候
補
者
と
し
て
名
前
が
挙
が
っ

た
の
は
実
業
家
で
東
京
商
工
会
議
所
会
頭
の
藤
田
謙
一
（
弘
前
市
、
互

選
人
名
薄
順
位
第
七
位
）
で
あ
る
。
六
月
二
十
八
日
に
弘
前
商
工
会
評

(20) 

議
会
が
開
か
れ
、
藤
田
を
候
補
者
と
し
て
推
應
す
る
こ
と
を
附
議
し
、

七
月
二
日
に
無
記
名
投
票
を
実
施
し
た
結
果
、
賛
成
一
三
・
反
対
八
・

(21) 

不
明
一
で
藤
田
の
推
廊
を
決
定
し
た
。
藤
田
は
こ
れ
に
応
諾
し
て
立
候

補
の
意
思
を
表
明
し
、
互
選
人
名
簿
の
告
示
以
後
は
実
弟
の
明
石
桐
一

が
弘
前
市
内
の
有
権
者
宅
を
歴
訪
し
て
事
実
上
の
選
挙
運
動
を
開
始
し

(22) 
た
。
藤
田
の
出
馬
に
当
た
っ
て
は
七
月
二
十
八
日
に
憲
政
会
三
戸
郡
分

所
、
八
月
四
日
に
南
津
軽
郡
政
友
会
分
所
が
そ
れ
ぞ
れ
藤
田
の
推
鷹
を

決
定
し
、
中
立
候
補
者
の
支
援
に
回
っ
た
憲
政
会
と
政
友
会
が
政
友
本

党
の
嗚
海
と
対
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
岩
手
県
で
も
七
月
八
日
に
岩
手
軽
便
鉄
道
取
締
役
の
瀬
川
弥

右
衛
門
（
稗
貫
郡
花
巻
町
、
互
選
人
名
簿
順
位
第
一
位
）
が
早
々
と
中

立
で
の
出
馬
を
表
明
し
、
す
ぐ
さ
ま
先
代
か
ら
の
つ
な
が
り
が
あ
る
盛

く

に

お

岡
銀
行
頭
取
の
金
田
一
国
士
に
対
し
て
「
私
は
何
れ
の
政
党
政
派
に
も

属
せ
ず
あ
く
ま
で
厳
正
公
平
の
態
度
を
以
て
立
候
補
を
宣
言
し
、
幸
に

当
選
し
て
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
如
何
な
る
勧
誘
あ
り
と
も
絶
対
に
政
党

政
派
に
属
す
る
こ
と
な
く
、
又
わ
た
し
の
立
場
と
し
て
は
実
業
家
と
し

て
私
し
の
力
の
及
ぶ
限
り
、
国
家
の
た
め
努
力
蒋
闘
し
た
い
決
心
で
す
。

ど
う
か
微
力
な
わ
た
し
の
事
で
あ
る
が
御
後
援
を
ね
が
ひ
た
い
」
と
支

援
を
求
め
、
金
田
一
も
「
中
立
で
出
馬
さ
れ
る
な
れ
ば
出
来
る
だ
け
応

援
す
る
。
友
人
知
己
に
も
諒
解
を
も
と
め
て
絶
対
多
数
で
当
選
さ
れ
ん

（
れ
）

こ
と
を
希
望
す
る
」
と
こ
れ
に
応
諾
し
て
選
挙
戦
に
着
手
し
た
。
盛
岡

銀
行
は
憲
政
会
系
で
あ
っ
た
た
め
必
然
的
に
瀬
川
を
支
援
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
八
月
十
八
日
に
藤
沢
幾
之
輔
総
務
が
花
巻
に
来
着
し
て
瀬

川
邸
で
選
挙
方
策
に
つ
い
て
種
々
打
ち
合
わ
せ
す
る
ま
で
憲
政
会
の
表

(25) 

だ
っ
た
行
動
を
示
す
選
挙
報
道
は
見
当
た
ら
ず
、
あ
く
ま
で
瀬
川
11
金

田
一
ラ
イ
ン
主
導
で
選
挙
運
動
が
展
開
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
青
森
県
の
藤
田
と
岩
手
県
の
瀬
川
は
と
も
に
中
立
候
補

者
と
し
て
出
馬
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
互
選
人
の
増
加
に
対
応
し
て
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一
党
一
派
に
偏
す
る
こ
と
な
く
幅
広
い
支
持
を
集
め
や
す
く
す
る
た
め

に
こ
の
よ
う
な
立
場
に
至
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

第
五
に
候
補
者
と
し
て
擁
立
す
べ
き
人
材
が
容
易
に
見
つ
か
ら
ず
そ

の
選
定
が
難
航
し
、
選
挙
戦
に
大
き
な
影
需
を
与
え
た
こ
と
で
あ
る
。

岩
手
県
で
は
談
憲
三
派
の
崩
壊
を
予
想
し
て
政
友
会
が
政
友
本
党
に
合

同
を
も
ち
か
け
、
当
初
は
現
職
の
三
田
義
正
（
政
友
本
党
、
盛
岡
市
、

互
選
人
名
蒋
順
位
第
七
位
）
の
擁
立
を
検
討
し
た
が
、
三
田
は
元
県
会

議
員
の
工
藤
理
助
と
の
会
談
の
中
で
、
「
断
然
勇
退
を
ち
か
ひ
も
は
や

老
余
の
身
で
今
後
の
野
心
な
ど
は
サ
ラ
サ
ラ
無
い
旨
本
心
を
打
ち
あ
け

既
往
四
ケ
年
間
の
議
員
生
活
を
顧
み
て
な
ん
等
の
功
無
き
を
恥
づ
る
旨

(26) 

謙
遜
し
て
居
つ
た
」
と
早
々
と
不
出
馬
の
意
向
を
表
明
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
七
月
二
十
三
日
午
後
に
政
友
会
支
部
幹
部
会
を
開
い
て
、
県
会

議
長
の
高
橋
国
治
（
東
磐
井
郡
薄
衣
村
、
互
選
人
名
薄
順
位
第
七
十
九

(27) 

位
）
を
候
補
者
に
決
定
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
高
橋
は
「
家
庭
の
事
情
許

(28) 

さ
ゞ
る
も
の
あ
り
」
と
し
て
立
候
補
を
断
念
し
た
た
め
、
二
十
八
日
午

前
に
政
友
会
所
属
の
志
賀
和
多
利
、
熊
谷
巌
、
藤
川
清
助
の
三
代
議
士

が
三
田
の
別
荘
を
訪
問
し
て
正
式
に
出
馬
要
請
し
た
も
の
の
こ
れ
を
固

持
し
、
急
速
幹
部
会
を
開
い
て
県
会
副
議
長
の
佐
藤
愛
助
（
岩
手
郡
沼

宮
内
町
、
互
選
人
名
薄
順
位
第
八
十
二
位
）
を
適
任
者
と
し
て
交
渉
し

た
結
果
、
す
ぐ
さ
ま
「
国
家
の
為
党
の
為
候
補
と
し
て
選
挙
場
に
立
を

(29) 

辞
せ
ず
」
と
快
諾
し
た
こ
と
か
ら
佐
藤
の
出
馬
が
決
定
し
た
。
政
友
会

は
涸
川
の
立
候
補
表
明
か
ら
三
週
間
ほ
ど
遅
れ
て
候
補
者
擁
立
に
漕
ぎ

着
け
た
こ
と
に
な
る
。

秋
田
県
で
は
政
友
本
党
総
裁
床
次
竹
二
郎
の
懐
刀
で
あ
っ
た
榊
田
消

兵
衛
が
中
心
と
な
っ
て
互
選
人
名
簿
の
告
示
直
後
か
ら
選
挙
に
勝
て
る

候
補
者
の
選
定
に
着
手
し
た
。
ま
ず
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
は
池
田
文

(30) 

一
郎
（
仙
北
郡
高
梨
村
、
互
選
人
名
節
順
位
第
六
十
四
位
）
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
池
田
は
「
自
分
と
し
て
は
普
選
の
実
施
を
目
前
に
控
へ
、
既

成
政
党
の
自
浄
作
用
、
分
離
作
用
の
行
は
る
A

の
直
前
に
、
愁
し
い
政

党
的
の
色
彩
に
染
ま
る
の
は
自
分
の
欲
せ
ざ
る
処
な
る
を
以
て
」
立
候

(31) 

補
を
否
定
し
、
十
一
日
に
帰
秋
し
た
榊
田
に
対
し
て
池
田
家
か
ら
代
理

人
を
通
じ
て
「
今
回
の
貴
族
院
議
員
候
補
者
に
は
断
じ
て
立
候
補
せ
ざ

(32) 

る
旨
」
を
回
答
し
た
。
池
田
擁
立
で
つ
ま
づ
き
八
月
半
ば
に
至
っ
て
も

候
補
者
が
容
易
に
決
定
し
な
い
こ
と
か
ら
、
榊
田
は
急
ぎ
衆
議
院
議
員

の
田
中
隆
三
を
介
し
て
東
京
に
避
難
し
て
い
る
と
評
さ
れ
て
い
た
辻
良

之
助
（
秋
田
市
、
互
選
人
名
薄
順
位
第
十
八
位
）
に
立
候
補
の
勧
説
を

行
っ
た
も
の
の
十
九
日
に
近
親
に
対
し
て
「
立
候
補
の
意
思
な
し
」
と

(33) 

の
打
電
が
あ
っ
た
。
直
ち
に
榊
田
は
県
会
議
員
の
池
内
広
正
を
上
京
さ

せ
て
父
の
辻
兵
吉
（
秋
田
市
、
互
選
人
名
蒋
順
位
第
五
位
）
に
立
候
補

の
承
諾
を
求
め
た
も
の
の
「
最
近
漸
く
健
康
が
回
復
し
た
許
り
で
立
候

補
の
時
機
で
も
無
い
し
、
且
時
期
も
切
迫
し
成
算
も
無
い
か
ら
と
い
う

(”) 

理
由
を
以
て
固
持
」
し
た
。
こ
う
し
て
政
友
本
党
の
候
補
者
擁
立
は
難

航
を
極
め
、
憲
政
会
系
の
「
秋
田
魁
新
報
」
に
「
多
議
選
に
際
し
本
党

が
当
初
か
ら
白
羽
の
矢
を
た
て
た
候
補
者
を
あ
ぐ
れ
ば
ま
づ
池
田
文
一
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郎
氏
を
は
じ
め
池
田
礼
治
、
辻
良
之
助
、
辻
兵
吉
、
江
畑
新
之
助
、
本

郷
吉
右
衛
門
、
板
谷
五
郎
左
衛
門
、
大
野
忠
右
衛
門
の
八
氏
で
ま
さ
に

文
字
通
り
の
娘
一
人
に
婿
八
人
を
如
実
に
示
し
た
」
と
椰
楡
さ
れ
る
有

(35) 

様
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
榊
田
は
選
挙
期
日
が
切
迫
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
て
勝
て
る
候
補
者
の
擁
立
を
諦
め
、
政
友
本
党
の
面
目
を
維
持
す

る
た
め
に
札
入
れ
の
名
前
を
決
定
す
る
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
。
本
人
の

意
思
に
反
し
て
候
補
者
に
担
が
れ
た
の
は
元
職
の
本
間
金
之
助
（
秋
田

(36) 

市
、
互
選
人
名
簿
順
位
第
六
位
）
だ
っ
た
。

山
形
県
で
は
憲
政
会
を
中
心
と
す
る
非
政
友
派
が
政
友
会
と
同
じ
く

三
大
政
戦
で
勝
利
す
る
た
め
に
、
七
月
二
十
二
日
に
会
合
し
て
元
衆
議

院
議
員
の
石
川
長
右
衛
門
（
東
田
川
郡
十
六
合
村
、
互
選
人
名
簿
順
位

第
六
位
）
を
早
々
と
候
補
者
に
推
薦
し
て
最
上
・
村
山
・
置
賜
三
方
面

(37) 

で
選
挙
遥
動
を
開
始
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
間
も
な
く
石
川
は
山
形
県
第

五
区
補
欠
選
挙
に
憲
政
会
か
ら
立
候
補
し
た
た
め
に
再
び
候
補
者
の
選

(28) 

定
は
振
り
出
し
に
戻
っ
た
。
非
政
友
派
が
新
た
な
候
補
者
と
し
て
白
羽

の
矢
を
立
て
た
の
は
元
県
会
議
員
の
加
藤
長
三
郎
（
西
田
川
郡
大
山
町
、

互
選
人
名
薄
順
位
第
三
十
二
位
）
だ
っ
た
。
八
月
四
日
夜
に
憲
政
倶
楽

部
会
長
の
佐
藤
啓
と
旧
革
新
倶
楽
部
の
幹
部
が
鶴
岡
市
の
伊
勢
屋
旅
館

で
加
藤
に
立
候
補
の
勧
説
を
行
い
、
養
嗣
子
二
人
が
承
諾
し
た
た
た
め

(39) 

や
む
な
く
出
馬
を
決
意
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
間
も
な
く
加
藤
は
鶴
岡
市

内
の
有
権
者
三
人
が
推
薦
署
名
を
拒
否
し
た
こ
と
を
理
由
に
立
候
補
断

念
を
周
囲
に
打
ち
明
け
た
た
め
、
庄
内
に
佐
藤
啓
と
県
会
議
員
の
佐
藤

理
吉
が
急
速
赴
い
て
加
藤
に
村
山
•
最
上
地
方
で
の
優
勢
を
説
い
て
出

(40) 

馬
断
念
を
撤
回
さ
せ
る
な
ど
他
の
候
補
者
に
比
べ
て
出
馬
の
意
思
は
決

し
て
強
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

東
北
六
県
の
中
で
唯
一
の
二
人
区
で
あ
る
福
島
県
は
候
補
者
の
選
定

が
難
航
し
、
当
初
は
政
友
会
と
憲
政
会
が
候
補
者
を
一
人
ず
つ
擁
立
し

て
議
席
を
分
け
合
う
も
の
と
思
わ
れ
た
が
、
政
友
会
が
二
議
席
独
占
を

目
指
そ
う
と
し
た
こ
と
で
憲
政
会
と
の
争
奪
戦
の
様
相
を
呈
し
た
。
政

友
会
は
七
月
二
十
七
日
に
支
部
楼
上
で
候
補
者
に
つ
い
て
最
高
幹
部
一

任
を
決
定
し
た
が
、
こ
の
時
点
で
名
前
が
挙
が
っ
た
の
は
福
島
銀
行
頭

取
の
吉
野
周
太
郎
（
信
夫
郡
野
田
村
、
互
選
人
名
簿
順
位
第
六
位
）
と

田
倉
孝
雄
（
安
達
郡
ー
一
本
松
町
、
互
選
人
名
薄
順
位
第
百
四
十
二
位
）

(41) 

で
あ
る
。
八
月
に
入
る
と
憲
政
会
に
対
抗
し
て
選
挙
地
盤
の
関
係
か
ら

中
立
候
補
者
と
し
て
大
谷
五
平
（
西
白
河
郡
五
箇
村
、
互
選
人
名
薄
順

位
第
二
十
三
位
）
を
擁
立
し
て
二
議
席
独
占
を
狙
お
う
と
す
る
動
き
が

-42) 

出
始
め
た
か
、
政
友
会
幹
部
の
本
命
は
あ
く
ま
で
吉
野
で
あ
り
、
八
田

宗
吉
支
部
長
が
吉
野
に
対
し
て
直
接
交
渉
を
試
み
た
も
の
の
「
表
面
政

治
に
関
係
す
る
を
欲
せ
ず
固
く
辞
し
て
動
か
な
い
」
た
め
、
田
倉
の
出

(43) 

馬
が
最
も
有
力
と
し
な
が
ら
も
そ
の
実
は
候
補
者
難
に
陥
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
憲
政
会
か
ら
は
七
月
下
旬
に
早
々
と
鈴
木
周
一

1

一郎

（
信
夫
郡
杉
妻
村
、
互
選
人
名
簿
順
位
第
二
十
位
）
の
立
候
補
が
取
り

-44) 

ざ
た
さ
れ
た
か
、
選
挙
費
用
が
十
万
円
以
上
も
要
す
る
た
め
八
月
半
ば

に
な
っ
て
も
候
補
者
の
な
り
手
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
鈴
木
の
他
に
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橋
本
万
右
衛
門
（
郡
山
市
、
互
選
人
名
簿
順
位
第
百
五
十
九
位
）
と
佐

藤
伝
吉
（
郡
山
市
、
互
選
人
名
簿
順
位
第
九
位
）
の
名
前
が
浮
上
し
た

(45) 

も
の
の
そ
う
簡
単
に
候
補
者
決
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
は
じ
め
は
鈴

木
が
最
有
力
候
補
者
と
目
さ
れ
た
が
出
馬
に
前
向
き
で
な
か
っ
た
た
め

こ
れ
を
断
念
し
、
幹
部
は
望
み
が
蒋
か
っ
た
橋
本
に
東
京
市
で
内
々
に

交
渉
を
試
み
た
。
十
二
日
に
帝
国
ホ
テ
ル
で
福
島
県
選
出
の
大
島
要
三
、

紺
野
九
右
衛
門
、
菅
村
太
事
、
栗
山
博
、
金
沢
安
之
助
、
佐
藤
富
十

郎
、
比
佐
昌
平
、
中
野
寅
吉
の
八
代
議
士
が
橋
本
に
対
し
て
正
式
に
出

馬
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
、
「
無
意
義
な
出
金
即
ち
亡
者
連
の
策
動
し
て

居
る
所
謂
機
関
紙
に
出
金
な
ど
は
せ
ざ
る
事
」
を
条
件
に
立
候
補
を
快

(46) 

諾
し
た
。
そ
し
て
十
五
日
に
福
島
ホ
テ
ル
で
支
部
党
務
委
員
会
が
開
か

れ
、
満
場
一
致
で
橋
本
を
推
薦
し
て
極
力
応
援
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
候
補
者
に
決
定
し
た
橋
本
の
驚
く
べ
き
事
実
が
判
明

し
た
。
橋
本
は
立
候
補
を
承
諾
し
て
か
ら
間
も
な
く
政
友
会
支
部
に
書

(48) 

留
郵
便
で
脱
党
届
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
当
然
の
よ
う
に
政
党
移
動

に
よ
っ
て
出
馬
に
至
っ
た
経
緯
を
批
判
す
る
動
き
も
発
生
し
た
が
、
当

の
橋
本
は
気
に
す
る
様
子
も
な
く
福
島
ホ
テ
ル
と
郡
山
の
和
久
屋
に
事

(49) 

務
所
を
設
置
し
て
、
政
友
会
に
先
行
し
て
選
挙
戦
を
開
始
し
た
。

候
補
者
の
選
定
が
遅
れ
た
政
友
会
は
十
七
日
に
最
高
幹
部
会
を
開
い

て
二
人
擁
立
を
決
定
し
て
憲
政
会
の
橋
本
を
挟
撃
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
さ
ら
に
吉
野
以
外
の
新
た
な
候
補
者
と
し
て
県
南
地
区
か
ら
中
立

候
補
者
と
し
て
松
本
島
之
助
（
東
白
川
郡
石
井
村
、
互
選
人
名
蒋
順
位

G50) 

第
一
位
）
の
擁
立
を
検
討
し
始
め
た
。
わ
ず
か
十
日
余
り
の
間
に
、
大

谷
か
ら
松
本
に
中
立
候
補
者
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
す
べ
て
は

幹
部
の
反
対
を
よ
そ
に
八
田
支
部
長
の
「
県
南
は
来
る
べ
き
衆
議
院
の

総
選
挙
よ
り
実
施
さ
る
、
普
選
法
実
施
の
結
果
会
津
五
郡
と
共
に
自
己

の
選
挙
区
と
な
る
関
係
上
こ
の
際
同
地
方
よ
り
松
本
氏
を
立
て
恩
を
売

(51) 

つ
て
骰
く
と
い
う
陰
謀
か
ら
発
し
た
」
弄
策
で
あ
っ
た
が
、
松
本
は
早

速
東
白
川
郡
お
よ
び
西
白
河
郡
の
有
権
者
に
出
馬
の
意
思
を
伝
え
て
事

(52) 

実
上
の
選
挙
戦
を
開
始
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
松
本
と
は
対
照
的
に
吉
野

は
多
額
の
金
を
使
っ
て
ま
で
支
部
の
犠
牲
に
は
な
り
た
く
な
い
と
し
て

立
候
補
に
消
極
的
で
あ
っ
た
た
め
、
最
高
幹
部
会
の
決
定
か
ら
わ
ず
か

二
日
後
の
十
九
日
以
降
は
吉
野
一
人
に
的
を
絞
っ
て
交
渉
せ
ざ
る
を
得

(53) 

な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
幹
部
は
吉
野
を
公
認
候
補
者
と
し
て
担
ぎ
出

す
こ
と
を
諦
め
ず
苦
肉
の
策
と
し
て
二
十
＿
―
-
日
午
前
十
時
か
ら
福
島
市

の
割
烹
中
常
で
候
補
者
予
選
会
を
実
施
し
た
。
出
席
者
は
各
地
の
互
選

人
と
有
志
一
五

0
人
に
及
ぴ
、
先
に
候
補
者
の
一
人
と
し
て
名
前
が
挙

が
っ
た
田
倉
を
は
じ
め
と
す
る
鈴
衡
委
員
八
人
に
よ
る
協
議
の
結
果
、

吉
野
を
推
薦
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
諸
用
で
欠
席
し
た
吉
野
の
代
理

人
で
あ
る
小
林
富
吉
等
と
交
渉
し
た
と
こ
ろ
承
諾
の
意
思
が
示
さ
れ
た

(a) 

こ
と
か
ら
吉
野
の
出
馬
が
確
定
し
た
。
こ
の
予
選
会
で
は
松
本
の
出
馬

に
つ
い
て
は
何
も
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
出
席
し
て
い
た
息
子
新
太

郎
が
そ
の
空
気
を
察
し
て
「
吉
野
氏
と
共
に
立
つ
て
は
何
等
の
望
み
な

き
た
め
」
不
出
馬
を
表
明
し
た
た
め
、
こ
こ
に
至
っ
て
よ
う
や
く
政
友
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［表2】多額納税者議員選挙立候補者

県名 氏名 年齢 住 所 職業 党派 直接総額国税 順位

青森県 嗚藤 海田 周謙次郎一 塁 西弘津前軽市郎車力村 銀商行頭取業 政中友本党立 47,,868896.1.900 60 第第179位位

岩手県 瀬佐川藤弥右愛衛門助 篇 稗岩貫手郡那花沼宮巻町内町 眉 喜 立中憲政友立会 91,,682801.29034 1 第第812位位

宮城県 伊青沢木平左存衛門秀 62 
魯魯靡 酒会 造社 業員 立憲憲政政友会会 176.1,44477 •• 93210 0 第第212位位63 

秋田県 土本 田問 万金之助助 腐 平秋鹿田市祁館合村 眉 棗 憲政友政本党会 2143,.005155 . .18850 0 第第26 位位

山形県 工加 藤藤 八長之三助郎 54 西西村田川山祁那大店松山村町

＇ 
喜 立憲憲政政友会会 55,,902157..5500 10 第第3225 位位

69 

福島県 橋吉本野万右周餅太門郎 54 信郡夫山市郡野田村 ヽ喜 立憲憲政政友会会 51.1,96547 •• 99840 0 第第1659位位59 

会
の
候
補
者
の
一
本
化
が

(55) 

達
成
し
た
。

こ
の
よ
う
に
東
北
六
県

に
お
い
て
は
【
表
2
】
の

通
り
、
総
定
数
七
人
に
対

し
て
十
二
人
が
立
候
補

し
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ

の
内
訳
は
政
党
別
で
は
憲

政
会
と
政
友
会
が
四
人
ず

つ
、
政
友
本
党
が
二
人
、

中
立
が
二
人
、
職
業
別
で

は
良
業
が
五
人
、
商
業
が

四
人
、
銀
行
頭
取
・
酒
造

業
・
会
社
員
が
そ
れ
ぞ
れ

一
人
ず
つ
と
な
っ
て
い

る
。
政
党
間
の
対
決
構
図

は
次
の
三
つ
に
類
別
で
き

る
が
、
宮
城
県
で
は
護
憲

三
派
の
崩
壊
が
候
補
者
の

選
定
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
も
の
の
、
青
森
県
で

は
護
憲
三
派
の
体
制
を
そ

の
ま
ま
維
持
し
た
ま
ま
選
挙
戦
に
突
入
し
て
お
り
、
地
方
政
情
の
相
違

も
候
補
者
の
選
定
過
程
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。

①
憲
政
会
閲
圏
政
友
会
暴
宮
城
県
・
山
形
県
・
福
島
県

②
憲
政
会
刺
圏
政
友
会
＋
政
友
本
党
↓
岩
手
県
・
秋
田
県

③
憲
政
会
＋
政
友
会
岡
脚
政
友
本
党
↓
青
森
県

選
挙
戦
の
特
徴

選
挙
戦
は
明
治
二
十
三
(
-
八
九

0
)
年
の
第
一
回
以
来
行
わ
れ
て

き
た
互
選
人
宅
の
個
別
訪
問
が
中
心
だ
っ
た
も
の
の
、
互
選
人
の
増
加

と
来
た
る
べ
き
普
通
選
挙
法
に
基
づ
く
県
会
議
員
選
挙
（
昭
和
二
年
九

月
）
お
よ
ぴ
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
昭
和
三
年
二
月
）
を
意
識
し
て
新

た
な
動
き
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

宮
城
県
で
は
経
済
界
の
関
与
が
そ
れ
ま
で
の
選
挙
戦
を
大
き
く
変
え

(56) 

る
こ
と
に
な
っ
た
。

政
友
派
伊
沢
軍
は
手
勢
の
多
き
に
ま
か
せ
運
動
員
二
名
宛
を
一
組

と
な
し
毎
日
顔
を
変
へ
て
ド
ウ
ド
ウ
め
ぐ
り
的
に
有
権
者
を
訪
問

せ
し
め
傍
大
木
伯
や
田
中
、
高
橋
新
旧
総
裁
等
そ
の
他
の
名
儀
を

以
て
さ
か
ん
に
推
薦
状
を
発
送
す
る
。
裏
面
よ
り
銀
行
関
係
或
は

会
社
関
係
を
た
く
み
に
利
用
し
若
し
そ
れ
で
も
肯
か
ぬ
有
権
者
に

は
或
る
種
の
術
策
を
以
て
い
や
応
な
し
に
陥
落
せ
し
む
る
か
、
若

し
く
は
所
謂
雪
隠
詰
の
方
策
を
以
て
棄
権
せ
し
め
ん
と
す
る
な
ど
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あ
ら
ゆ
る
手
段
方
法
を
以
て
有
権
者
を
攻
め
立
て
て
ゐ
る
。
一
方

憲
政
派
青
木
軍
で
は
兎
角
人
手
が
足
り
ず
且
つ
銀
行
関
係
と
い
ふ

が
如
き
有
力
な
武
器
の
備
へ
は
な
い
が
政
策
本
位
の
堂
々
の
陣
を

張
り
命
が
け
の
熱
誠
を
以
て
伊
沢
派
の
あ
ら
ゆ
る
武
器
に
対
抗
、

而
も
何
所
ま
で
も
攻
勢
を
持
し
油
断
な
り
難
し
の
一
語
を
か
ざ
し

て
極
め
て
健
実
な
進
撃
を
続
け
て
ゐ
る
。

七
十
七
銀
行
の
頭
取
を
務
め
て
い
た
伊
沢
は
大
木
遠
吉
伯
爵
や
田
中

義
一
・
高
橋
是
清
新
旧
政
友
会
総
裁
の
名
義
を
使
っ
て
有
権
者
に
推
薦

状
を
発
送
し
、
さ
ら
に
経
済
界
の
力
を
巧
み
に
利
用
し
た
選
挙
戦
を
展

開
し
た
が
、
そ
の
基
盤
を
持
た
な
い
青
木
は
政
策
本
位
の
地
味
な
選
挙

戦
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
た
だ
仙
台
市
に
お
け
る
互

選
人
の
争
奪
戦
は
熾
烈
を
極
め
、
「
浅
見
氏
が
北
海
道
へ
行
っ
た
と
知

る
や
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
行
先
ま
で
運
動
の
手
を
伸
ば
す
や
う
な
有
様
」
や

「
奇
怪
な
る
は
有
権
者
某
氏
が
所
用
あ
り
て
上
京
し
た
る
と
こ
ろ
伊
沢

派
で
は
親
戚
某
を
尾
行
監
視
せ
し
め
不
法
に
も
そ
の
自
由
権
利
を
束
縛

し
場
合
に
依
つ
て
は
棄
権
せ
し
め
ん
と
策
し
居
る
や
の
噂
」
ま
で
上
る

(57) 

有
様
だ
っ
た
。

岩
手
県
で
は
中
立
で
立
候
補
し
た
瀬
川
に
遅
れ
を
取
っ
た
政
友
会
の

佐
藤
派
が
形
勢
逆
転
を
狙
っ
て
東
北
六
県
の
中
で
唯
一
の
応
援
演
説
会

を
開
催
し
た
。
政
友
会
本
部
か
ら
島
田
俊
雄
等
を
弁
士
に
招
い
て
、
八

月
十
八
日
に
盛
岡
劇
場
、
翌
十
九
日
に
は
花
巻
川
口
町
の
朝
日
座
に
約

(58) 

千
人
を
動
員
し
て
大
々
的
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
演
説
会
は
互
選
人
以
外

の
人
々
に
も
多
額
納
税
者
議
員
選
挙
の
意
義
を
強
調
す
る
と
と
も
に
来

た
る
べ
き
普
選
に
向
け
て
早
々
と
選
挙
運
動
の
布
石
を
打
っ
た
と
も
言

え
る
。
も
う
一
っ
岩
手
県
で
は
地
元
新
聞
二
紙
が
東
北
六
県
の
中
で
最

も
熾
烈
な
言
論
戦
を
展
開
し
た
。
一
例
と
し
て
選
挙
前
日
の
「
岩
手
毎

日
新
聞
」
は
「
評
論
—
証
拠
歴
然
た
り
、
瀕
川
の
憲
派
候
補
た
る
事
」

の
中
で
、
瀬
川
は
中
立
を
標
榜
し
て
い
る
も
の
の
東
京
か
ら
憲
政
会
の

幹
部
が
続
々
と
応
援
に
や
っ
て
来
て
選
挙
運
動
を
行
っ
て
お
り
、
中
立

(59) 

の
仮
面
を
被
っ
た
も
の
だ
と
痛
烈
に
批
判
し
た
。

憲
政
派
の
候
補
者
瀬
川
某
が
政
友
派
に
属
す
る
有
権
者
の
賛
成
を

求
め
ん
が
為
強
て
中
立
を
装
ひ
、
虚
偽
の
宣
言
を
屡
々
発
せ
る
も
、

事
実
は
純
然
た
る
憲
政
派
の
候
補
者
た
る
は
藤
沢
総
務
、
俵
、
棚

瀬
次
官
等
が
東
京
よ
り
わ
ざ
わ
ざ
応
援
に
来
り
、
且
つ
本
県
憲
政

支
部
の
人
々
が
躍
兎
運
動
を
な
し
居
る
に
徴
し
、
之
れ
を
知
る
べ

し
。
殊
に
去
る
六
日
憲
政
会
本
部
の
幹
部
会
に
於
て
岩
手
県
の
選

挙
に
関
し
協
議
す
る
所
あ
り
。
政
友
派
の
運
動
を
排
し
瀬
川
派
の

便
宜
に
力
め
た
る
等
両
者
の
関
係
推
知
す
る
に
難
か
ら
ず
、
斯
＜

の
如
く
瀬
川
某
が
其
の
実
は
憲
政
派
な
る
も
表
面
中
立
の
仮
面
を

被
れ
る
に
過
ぎ
ざ
る
証
拠
歴
然
た
る
も
の
あ
り
。
万
一
彼
れ
が
虚

偽
的
宜
言
を
信
じ
去
就
を
決
す
る
も
の
あ
ら
ん
か
。
後
日
唆
腑
の

悔
な
き
を
保
せ
ざ
る
べ
し
。
吾
人
は
此
の
際
県
民
の
一
大
猛
省
を

望
ん
で
や
ま
ず
。

こ
れ
に
対
し
て
「
岩
手
日
報
」
は
す
ぐ
さ
ま
応
酬
し
、
同
日
の
夕
刊
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紙
面
に
「
佐
藤
派
の
拙
劣
な
攻
撃
は
反
つ
て
有
権
者
の
反
感
を
買
ひ
同

情
は
悉
く
瀬
川
氏
に
集
り
益
々
翠
固
と
な
る
」
の
見
出
し
で
、
佐
藤
派

(60) 

の
形
勢
不
利
の
状
況
を
大
き
く
取
り
挙
げ
て
漉
川
の
優
勢
を
伝
え
た
。

形
勢
非
な
り
と
見
て
本
部
の
応
援
を
も
と
め
死
物
ぐ
る
ひ
と

な
っ
た
佐
藤
派
で
は
愈
々
最
後
の
手
段
と
し
て
瀕
川
派
の
有

権
者
を
威
圧
し
棄
権
せ
し
む
べ
く
昨
夜
よ
り
本
日
に
か
け
岩

一
八
一
、
一
七
二
九
五
等
の
自
動
車
数
台
を
馳
駆
せ
し
め
幹
部
総

出
に
て
戸
別
訪
問
に
努
め
て
ゐ
る
が
、
佐
藤
派
の
暴
圧
的
行
動
と

て
機
関
紙
岩
毎
紙
の
瀬
川
派
に
対
す
る
醜
悪
低
級
な
る
攻
撃
記
事

は
な
ん
等
の
効
な
き
の
み
か
反
て
有
権
者
の
反
感
を
買
ひ
瀬
川
氏

に
対
す
る
同
情
益
々
敢
固
と
な
り
今
や
佐
藤
派
の
栖
策
に
動
く
も

の
一
人
も
な
く
依
然
と
し
て
涸
川
派
優
勢
を
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

秋
田
県
で
も
選
挙
直
前
に
本
人
の
意
思
に
反
し
て
本
間
が
候
補
者
に

担
が
れ
る
と
そ
れ
ま
で
選
挙
報
道
を
控
え
て
い
た
政
友
本
党
系
の
『
日

刊
新
秋
田
」
が
本
間
優
勢
を
説
く
た
め
に
「
自
ら
押
売
り
せ
ぬ
本
間
翁

有
利
」
の
見
出
し
で
「
魁
紙
は
例
の
怪
筆
を
揮
つ
て
本
間
氏
は
候
補
者

た
る
こ
と
を
不
承
諾
の
意
味
の
記
事
を
掲
げ
有
権
者
に
疑
惑
の
念
を
抱

か
せ
奇
勝
を
得
ん
と
努
む
る
も
形
勢
は
既
に
一
大
変
化
を
来
し
結
局
僅

少
の
差
を
以
て
本
間
氏
の
当
選
を
見
る
に
至
る
べ
し
」
と
土
田
お
よ
び

(61) 

魁
新
報
の
選
挙
報
道
を
真
っ
向
か
ら
批
判
し
た
が
、
選
挙
ま
で
数
日
し

か
な
か
っ
た
た
め
岩
手
県
の
よ
う
に
大
々
的
な
言
論
戦
に
は
発
展
し
な

か
っ
た
。

さ
ら
に
、
互
選
人
の
増
加
に
よ
っ
て
莫
大
な
選
挙
資
金
が
必
要
に

な
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
青
森
県
で
は
政
党
の
推
薦
・
支
援
を
受

け
て
鳴
海
と
藤
田
が
立
候
補
し
た
も
の
の
、
親
戚
縁
者
・
地
域
的
事
情
・

前
年
衆
院
選
の
し
こ
り
も
絡
ん
で
党
員
の
離
合
が
烈
し
さ
を
増
し
、
つ

(62) 

い
に
は
買
収
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
。

本
県
の
選
挙
運
動
史
の
う
ち
で
も
、
こ
れ
ほ
ど
烈
し
い
選
挙
は
な

か
っ
た
。
政
党
の
応
援
は
五
分
と
五
分
、
両
候
補
と
も
ふ
ん
だ
ん

に
運
動
費
を
投
げ
出
し
、
買
収
費
は
一
人
一
万
円
と
噂
さ
れ
、
県

会
議
員
ク
ラ
ス
の
運
動
員
は
懐
も
札
束
で
ふ
く
ら
ま
し
て
県
内
を

駆
け
回
っ
た
も
の
で
、
物
量
選
挙
で
は
い
ま
も
語
り
草
に
な
っ
て

い
る
。

一
方
、
岩
手
県
で
も
瀬
川
が
中
立
で
出
馬
す
る
に
当
た
っ
て
そ
の
支

援
を
求
め
ら
れ
た
金
田
一
国
士
が
後
に
六
万
円
の
手
形
を
貸
し
付
け
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
互
選
人
の
増
加
に
よ
っ
て
多
額
納
税
者
議
員
選
挙
は
政

党
色
の
濃
い
も
の
へ
と
変
化
し
、
応
援
演
説
会
の
実
施
や
言
論
戦
の
展

開
、
さ
ら
に
は
莫
大
な
選
挙
資
金
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
そ
れ
だ
け
衆
院
選
や
県
議
選
と
同
じ
選
挙
ス
タ
イ
ル
に
近
づ
い
て

い
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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選
挙
直
前
に
お
い
て
東
北
六
県
の
地
元
紙
は
選
挙
結
果
を
ど
の
よ
う

に
予
想
し
た
の
か
を
見
て
い
く
と
、
ま
ず
青
森
県
で
は
中
盤
戦
以
降
、

南
津
軽
郡
の
政
友
本
党
が
藤
田
支
持
に
回
っ
た
た
め
そ
の
追
い
上
げ
が

C
S
)
 

伝
え
ら
れ
た
も
の
の
両
者
拮
抗
の
ま
ま
終
盤
戦
を
迎
え
た
。
選
挙
結
果

は
鳴
海
が
四
五
票
、
藤
田
が
四
四
票
（
失
格
一
人
、
病
気
棄
権
七
人
）
で
、

四
票
以
上
の
差
は
つ
か
な
い
大
接
戦
で
あ
る
と
予
想
し
て
い
る
。

病
気
中
の
人
々
は
概
ね
嗚
海
派
に
属
す
る
が
是
等
の
有
権
者
に
し

て
病
気
を
押
し
て
投
票
を
為
す
場
合
は
藤
田
氏
殆
ん
ど
勝
目
な
き

が
如
く
観
測
さ
る
、
が
、
而
も
仔
細
に
選
挙
界
の
裏
面
観
測
を
為

す
に
於
て
政
本
の
金
城
湯
池
と
頼
む
南
郡
を
初
め
西
北
二
郡
上
北

三
戸
郡
等
則
ち
全
県
下
に
亘
り
相
当
鳴
海
派
に
動
揺
あ
る
如
く

想
察
せ
ら
る
、
を
以
て
勝
敗
執
れ
に
定
ま
る
に
せ
よ
四
点
以
上
に

出
づ
る
こ
と
は
な
い
ら
し
く
両
者
推
薦
側
の
観
察
は
勿
論
或
筋
の

消
息
に
依
る
も
全
く
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
や
う
な
接
戦
と
な
り
居
る
も

の
、
如
く
察
せ
ら
る
。

岩
手
県
で
は
中
盤
戦
で
応
援
演
説
会
を
開
催
し
た
佐
藤
派
の
攻
勢
が

(66) 

功
を
奏
し
て
四
分
五
厘
ま
で
漕
ぎ
着
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
さ
ら

に
、
九
月
二
日
に
前
満
鉄
総
裁
川
村
竹
治
（
政
友
本
党
相
談
役
）
の
来

盛
を
き
っ
か
け
に
そ
れ
ま
で
静
観
し
て
い
た
現
職
の
三
田
が
党
勢
拡
大

に
有
利
と
判
断
し
て
佐
藤
派
の
応
援
を
開
始
し
た
こ
と
で
佐
藤
派
は
い

四
結
果
予
想

(67) 

つ
に
な
く
活
気
を
呈
し
た
。
対
す
る
瀕
川
派
は
こ
の
状
況
を
た
だ
黙
っ

て
見
過
ご
し
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
瀬
川
の
選
挙
参
謀
で
あ
る
金
田
一

は
来
盛
中
の
川
村
に
面
会
し
て
瀬
川
が
中
立
候
補
者
と
し
て
立
候
補
す

る
に
至
っ
た
経
緯
を
説
明
す
る
な
ど
選
挙
後
を
見
据
え
た
政
界
の
裏
エ

(68) 

作
に
も
余
念
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
選
挙
期
日
が
切
迫
し
て
い
る
中
で
、

在
京
の
有
力
実
業
家
十
数
人
と
東
京
商
業
会
議
所
副
会
頭
の
大
山
斐
瑳

麿
等
有
志
が
連
名
で
瀕
川
応
援
の
た
め
に
互
選
人
に
推
薦
状
を
送
付
し

(69) 

て
実
業
家
同
志
の
連
携
ぶ
り
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
選
挙
結
果
に
つ

い
て
「
岩
手
日
報
」
は
「
瀬
川
氏
の
当
選
確
実
、
佐
藤
派
最
後
の
奮
闘

も
其
効
な
し
」
の
見
出
し
で
「
多
額
議
員
選
挙
は
い
よ
い
よ
本
日
と
な

っ
た
が
、
形
勢
は
矢
張
り
依
然
と
し
て
漉
川
派
優
勢
を
持
続
し
同
氏
の

当
選
は
全
く
確
実
と
見
ら
れ
る
。
棄
権
は
ま
づ
三
票
位
の
見
込
み
少
＜

も
十
票
位
の
差
で
瀬
川
氏
の
大
勝
と
な
る
で
あ
ら
う
」
と
少
な
く
見
租

(70) 

も
っ
て
も
一

0
票
位
の
差
で
大
勝
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。
一
方
の
「
岩

手
毎
日
新
聞
」
は
「
佐
藤
氏
の
大
勝
利
」
の
見
出
し
で
「
二
三
日
前
よ

り
連
戦
連
勝
の
姿
に
て
同
派
幹
部
が
昨
夜
深
更
に
至
り
各
所
の
情
報
を

綜
合
し
計
算
せ
る
結
果
に
依
れ
ば
佐
藤
候
補
は
確
に
五
十
一
点
を
占
め

た
り
と
言
へ
ば
其
の
余
は
瀕
川
候
補
の
得
点
な
る
べ
く
其
中
三
四
の
棄

権
者
も
あ
る
べ
く
想
像
さ
る
れ
ば
結
局
佐
藤
候
補
は
六
七
点
の
差
に
て

当
選
す
べ
し
」
と
佐
藤
が
確
実
に
五
一
票
を
抑
え
、
六
か
ら
七
票
差
で

当
選
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。

宮
城
県
で
は
憲
政
会
が
青
木
を
候
補
者
に
擁
立
し
た
八
月
下
旬
以
降
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選
挙
戦
が
本
格
化
し
た
。
「
河
北
新
報
」
は
八
月
末
の
形
勢
と
し
て
伊

沢
は
仙
台
市
・
志
田
郡
・
名
取
郡
で
優
勢
で
青
木
は
そ
れ
以
外
の
地
域

で
優
勢
と
さ
れ
と
も
に
三
八
票
ず
つ
を
抑
え
た
こ
と
を
伝
え
、
浮
動
票

ニ
四
票
の
動
向
が
勝
敗
を
決
定
す
る
と
し
て
い
る
。
九
月
に
入
る
と
伊

沢
派
は
政
本
協
力
の
選
挙
戦
を
開
始
し
、
志
田
郡
と
名
取
郡
の
優
勢
は

維
持
し
た
も
の
の
、
青
木
の
猛
襲
に
よ
っ
て
仙
台
市
は
互
角
の
形
勢
に

転
じ
た
。
一
方
の
青
木
派
は
藤
沢
幾
之
輔
と
村
松
亀
一
郎
支
部
長
が
陣

頭
に
立
っ
て
牡
鹿
郡
と
遠
田
郡
・
栗
原
郡
で
は
優
勢
を
保
っ
た
が
、
伊

具
郡
・
桃
生
郡
・
亘
理
郡
は
五
分
五
分
の
戦
い
と
な
り
、
登
米
郡
の

浮
動
票
一

0
票
が
勝
敗
を
決
す
る
と
さ
れ
、
そ
の
争
奪
戦
に
突
入
し

(73) 
た
。
こ
の
た
め
形
勢
逆
転
を
狙
っ
て
伊
沢
派
は
銀
行
関
係
を
巧
み
に
利

(74) 

用
し
た
選
挙
戦
に
転
化
し
て
青
木
の
地
盤
に
浸
食
し
た
。
中
立
の
立
場

を
取
っ
て
い
る
「
河
北
新
報
」
は
両
者
に
配
慮
し
て
勝
敗
の
報
道
は
差

し
控
え
て
い
る
が
、
伊
沢
派
は
「
五
十
二
票
は
確
実
で
棄
権
三
票
を
差

引
き
外
に
不
明
者
一
一
票
あ
り
、
結
局
二
、
三
票
は
勝
っ
て
ゐ
る
」
と
し
、

一
方
の
青
木
派
は
「
五
十
一
票
は
獲
得
し
棄
権
二
票
を
差
引
き
八
票
は

勝
つ
て
ゐ
る
」
と
し
て
四
か
ら
五
票
の
僅
差
で
両
者
の
ど
ち
ら
か
が
勝

(75) 

利
す
る
も
の
と
曖
昧
な
予
想
と
な
っ
て
い
る
。

秋
田
県
で
は
本
間
の
出
馬
が
選
挙
直
前
だ
っ
た
た
め
、
他
の
東
北
五

県
に
比
べ
て
選
挙
戦
の
報
道
は
少
な
い
が
、
終
盤
戦
の
情
勢
と
し
て
「
秋

田
魁
新
報
」
は
「
平
鹿
郡
の
土
田
氏
の
地
盤
は
も
と
よ
り
、
雄
勝
、
由

利
、
市
、
南
秋
田
郡
、
鹿
角
に
於
て
大
多
数
を
占
め
北
秋
田
郡
の
ご
と

き
七
日
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
（
四
名
）
が
土
田
氏
に
投
票
す
べ
く
確
答
し

た
模
様
で
あ
る
」
と
し
て
土
田
が
全
県
で
ま
ん
べ
ん
な
く
得
票
し
て
当

選
は
確
定
的
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
旧
革
新
倶
楽
部
系

の
「
秋
田
新
聞
」
は
一
部
の
政
友
系
が
政
友
本
党
、
す
な
わ
ち
本
問
支

持
に
回
っ
た
と
い
う
情
報
を
基
に
政
友
本
党
に
遠
慮
し
て
「
両
者
拮
抗
、

鏑
を
削
る
戦
い
」
の
見
出
し
で
「
此
処
一
番
の
奮
闘
如
何
に
依
り
本
間

金
之
助
氏
の
当
選
が
有
望
視
さ
る
、
に
至
り
憲
政
派
是
に
応
戦
し
て
鏑

(77) 

を
削
り
戦
局
は
愈
々
佳
境
に
入
っ
た
」
と
伝
え
る
に
止
ま
っ
た
。
選
挙

結
果
に
つ
い
て
「
秋
田
魁
新
報
』
は
土
田
が
四
九
か
ら
五

0
票
、
本
間

が
三
三
か
ら
三
四
票
で
土
田
の
勝
利
、
「
日
刊
新
秋
田
」
は
本
間
が
七

か
ら
八
票
差
で
土
田
に
勝
利
す
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
る
。

山
形
県
で
は
多
額
納
税
者
議
員
選
挙
は
三
大
政
戦
の
一
っ
と
し
て
政

友
会
と
憲
政
会
に
と
っ
て
重
要
な
位
置
付
け
を
持
っ
て
い
た
が
、
両
党

と
も
三
つ
の
選
挙
を
連
動
さ
せ
た
戦
い
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
、
工
藤

と
加
藤
は
出
身
地
域
以
外
の
地
盤
固
め
に
奔
走
を
余
俄
な
く
さ
れ
た
。

選
挙
戦
は
山
形
県
第
五
区
補
欠
選
挙
（
八
月
二
十
八
日
）
直
後
か
ら
本

格
化
し
た
が
、
「
鶴
岡
新
聞
」
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
工
藤
が
加
藤

に
一
カ
月
余
り
先
行
し
て
選
挙
運
動
を
開
始
し
た
も
の
の
「
庄
内
三
郡

得
票
の
三
分
の
二
は
加
藤
翁
に
投
ぜ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
」
と
地
域
対
決

(80) 

の
様
相
も
呈
し
て
い
た
。
終
盤
戦
の
情
勢
と
し
て
「
山
形
新
聞
j

は
「
多

議
選
の
大
勢
工
藤
氏
に
婦
す
」
の
見
出
し
で
「
何
分
加
藤
派
は
最
初
よ

り
候
補
者
自
身
起
否
の
態
度
曖
昧
な
り
し
の
み
な
ら
ず
参
謀
運
動
者
に
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其
人
な
く
揚
て
、
勁
敵
工
藤
派
は
逸
早
く
立
候
補
の
声
明
を
為
す
と
同

時
に
政
友
幹
部
総
動
員
に
て
各
方
面
に
活
動
を
開
始
し
恰
も
無
人
の
境

を
行
く
が
如
く
着
々
効
果
を
収
め
た
跡
な
の
で
加
藤
派
の
振
は
ざ
る
こ

と
那
多
し
き
も
の
あ
る
」
と
政
友
会
幹
部
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て

(81) 

工
藤
派
の
優
勢
を
伝
え
て
い
る
。
選
挙
前
日
の
『
山
形
新
聞
」
は
工
藤

が
六
0
票
（
置
賜
一
四
票
、
村
山
•
最
上
二
九
票
、
庄
内
一
七
票
）
、

加
藤
が
二
九
票
（
置
賜
二
票
、
村
山
•
最
上
五
票
、
庄
内
ニ
ニ
票
）
で

痘‘

工
藤
の
勝
利
を
予
想
し
て
い
る
力
当
の
両
派
は
と
も
に
一
か
ら
二
票

(83) 

差
で
勝
利
す
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
た
。
な
お
、
憲
政
会
系
の
地
元
紙

に
結
果
予
想
を
報
じ
る
記
事
は
全
く
見
当
た
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
加
藤

の
劣
勢
を
強
く
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

福
島
県
で
は
二
議
席
を
政
友
会
と
憲
政
会
で
一
議
席
ず
つ
分
け
合
う

こ
と
に
な
っ
た
た
め
当
初
は
無
競
争
が
予
想
さ
れ
た
が
、
八
月
下
旬
以

降
に
吉
野
派
が
出
馬
の
出
遅
れ
を
挽
回
す
る
た
め
に
福
島
銀
行
を
利
用

し
た
選
挙
戦
を
開
始
し
た
こ
と
で
橋
本
派
と
の
票
の
奪
い
合
い
が
激
化

し
た
。
九
月
初
め
の
形
勢
と
し
て
「
福
島
新
聞
」
は
吉
野
が
優
勢
で
、

橋
本
に
つ
い
て
は
「
必
死
的
の
運
動
と
御
用
紙
の
死
物
狂
ひ
の
宣
伝
に

漸
く
切
り
捲
く
ら
れ
形
勢
悲
境
に
陥
つ
て
来
た
」
と
「
福
島
民
報
」
に

政
友
会
を
脱
党
し
て
憲
政
会
に
鞍
替
え
し
て
出
馬
し
た
こ
と
が
批
判
さ

れ
て
劣
勢
で
あ
る
と
し
、
得
票
割
合
は
吉
野
が
六
割
、
橋
本
が
四
割
で

(85) 

あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
終
盤
戦
に
入
っ
て
も
吉
野
優
勢
の
状
況

は
変
わ
ら
ず
、
第
一
分
会
（
安
積
郡
役
所
、
一
市
六
郡
）
で
は
互
選
人

五
八
人
（
死
亡
一
人
、
失
格
者
一
二
人
）
の
う
ち
浮
動
票
（
四

0
票
弱
）

の
動
向
が
池
断
で
き
な
い
も
の
の
「
十
四
五
票
乃
至
二
十
票
位
」
の
差

で
勝
利
で
き
る
と
予
想
し
て
い
る
。
一
方
の
橋
本
派
は
幹
部
談
と
し
な

が
ら
も
形
勢
が
決
し
て
良
く
な
い
こ
と
を
認
め
、
浮
動
票
の
取
り
込
み

に
努
力
す
る
と
と
も
に
「
負
け
て
も
余
り
見
苦
し
い
負
け
方
だ
け
は
し

(86) 

た
く
な
い
」
と
述
べ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
憲
政
会

系
の
『
福
島
民
友
新
聞
」
で
さ
え
も
冷
静
に
結
果
予
想
を
行
い
、
吉
野

（
町
）

1
0
0
票
、
橋
本
八

0
票
と
橋
本
の
敗
北
を
認
め
て
い
る
。
「
福
島
民
報
」

に
は
得
票
予
想
の
記
事
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
「
吉
野
候
補
の

（
郎
）

多
数
は
動
く
可
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
、
「
福
島
新
聞
」
は
吉
野

が
一
―
四
か
ら
一
―
五
票
、
橋
本
は
九
三
票
以
上
を
獲
得
し
う
ま
く
い

け
ば
一

0
0
票
を
突
破
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
予
想
し
つ
つ
も
ニ
ー
か

(89) 

ら
ニ
ニ
票
差
で
吉
野
が
橋
本
に
勝
利
す
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

政
党
の
機
関
紙
的
側
面
を
持
っ
て
い
た
地
元
紙
は
当
然
な
が
ら
自
派

に
有
利
な
選
挙
報
道
を
行
っ
た
が
、
山
形
県
と
福
島
県
の
よ
う
に
選
挙

前
に
お
お
よ
そ
の
大
勢
が
判
明
し
て
い
る
場
合
に
は
た
と
え
自
派
候
補

者
が
劣
勢
に
立
た
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
そ
の
状
況
を
正
し
く
報
道
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
宮
城
県
の
「
河
北
新
報
』
の
よ
う

に
両
者
が
拮
抗
し
て
勝
敗
の
行
方
が
不
透
明
と
な
っ
た
場
合
は
中
立
的

立
場
と
い
う
性
格
上
、
両
者
に
配
慮
し
て
結
果
予
想
を
差
し
控
え
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
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第
六
回
貴
族
院
多
額
納
税
者
議
員
選
挙
は
九
月
十
日
に
実
施
さ
れ
、

岩
手
県
・
宮
城
県
・
秋
田
県
で
は
即
日
開
票
、
分
会
を
設
置
し
た
青
森

(90) 

県
・
山
形
県
・
福
島
県
で
は
翌
日
に
本
会
場
で
開
票
が
行
わ
れ
た
。
【
表

3
】
を
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
東
北
六
県
の
中
で
最
も
投
票
率

が
高
か
っ
た
の
は
福
島
県
（
九
六
・
八
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
は
い
か
に
政
友
会
と
憲
政
会
に
よ
る
票
の
争
奪
戦
が
熾
烈
で

あ
っ
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
逆
に
最
も
低
か
っ
た
の
は
秋
田
県

（
八
六
・
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
り
、
選
挙
直
前
に
な
っ
て
元
職
の
本

間
を
担
い
だ
こ
と
に
対
す
る
不
信
感
と
両
者
と
の
個
人
的
関
係
か
ら
遠

慮
し
て
一
＿
＿
一
人
も
の
棄
権
者
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
無
効
投
票

は
全
体
で
一
＿
一
票
発
生
し
、
青
森
県
で
は
当
初
か
ら
納
税
額
の
減
少
に
よ

り
失
格
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
平
山
為
之
助
（
北
津
軽
郡
栄
村
、

互
選
人
名
蒋
順
位
第
九
十
七
位
）
の
投
票
に
つ
い
て
分
会
長
の
石
橋
兵

次
郎
北
津
軽
郡
長
が
立
会
人
の
判
断
を
受
け
入
れ
て
仮
投
票
を
許
可
し

た
も
の
の
、
翌
日
の
開
票
で
は
選
挙
長
で
あ
る
松
原
権
四
郎
青
森
県
知

事
が
平
山
の
仮
投
票
を
受
理
し
な
か
っ
た
た
め
無
効
投
票
扱
い
に
な
っ

た
。
宮
城
県
で
は
何
を
書
い
た
か
分
か
ら
な
い
票
、
山
形
県
で
は
加
藤

(93) 

八
之
助
と
記
載
さ
れ
た
票
が
そ
れ
ぞ
れ
無
効
投
票
と
な
っ
た
。
当
選
者

の
政
党
別
内
訳
は
政
友
会
が
三
人
、
憲
政
会
が
二
人
、
政
友
本
党
が
一

人
、
中
立
が
一
人
で
、
平
均
年
齢
は
五

0
．
七
一
歳
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

五
選
挙
結
果

【表3)多額納税者議員選挙結果

闘数 闘数
．． 

県 名 開 雑 儲 開 讐 候補 者 党 派 得票数；得票率

青森県 100 0 94 6 94.00 93 1 ◎藤嗚 悔田 周謙次郎一 政中友本党立 504 3 票票：： 54 36.28% % 

岩手県 100 0 96 4 96.00 96 〇゚佐瀕 ｝藤II弥愛右箭助門 立中憲政友立会 7125 票票: ： 7246 .. 00% % 

宮城県 96 4 91 5 94.79 90 1 〇伊背沢木平左存筋秀門 立憲憲政政友会会 44 73 票票：： 54 27 .2. 8 ％ % 

秋田県 94 6 81 13 86.17 81 0 ◎斎本土 藤IIIJ田 万金宇之一助助郎 憲政友政本会党 52 91l 票票票：：： 63351... 082% % % 

山形県 100 0 92 8 92.00 91 1 ◎加工 藤藤 八長之三助郎 立憲憲政政友会会 53 56 票票：： 6309 .4.6 % % 

福島県 193 7 187 6 96.89 187 ◎゚◎橋吉 本野万右周衛太郎門 立憲憲政政友会会 1 8043 累票：： 5445 .. 46% % 
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東
北
六
県
の
地
元
紙
は
選
挙
後
、
大
半
が
社
説
や
論
説
を
掲
載
し
て

勝
因
お
よ
び
敗
因
を
分
析
し
て
い
る
。
青
森
県
の
藤
田
、
宮
城
県
の
青

木
、
山
形
県
の
加
藤
の
敗
因
に
つ
い
て
は
共
通
し
て
立
候
補
の
立
ち
遅

れ
を
指
摘
し
て
い
る
。
宮
城
県
で
は
終
盤
戦
で
伊
沢
派
に
経
済
界
が
大

き
く
関
与
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
地
味
な
選
挙
運
動
を
展
開
し
て
い
た
青

木
派
と
の
戦
い
方
の
相
違
も
選
挙
結
果
に
影
需
を
及
ぼ
し
た
。

①
青
森
県
（
「
東
奥
日
報
」
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
二
面
）

本
県
多
額
選
挙
は
別
項
の
如
く
七
票
の
差
を
以
て
鳴
海
氏
の
勝
利

に
帰
し
た
が
、
藤
田
氏
は
立
遅
れ
の
不
利
あ
っ
た
に
せ
よ
始
終
攻

勢
に
出
で
つ
、
あ
っ
た
為
め
相
当
鳴
海
派
の
牙
城
に
肉
薄
し
未
曽

有
の
接
戦
を
演
出
す
る
に
至
っ
た
（
中
略
）
鳴
海
派
は
益
々
警
戒

防
禦
の
必
要
急
切
な
る
も
の
あ
る
を
感
知
し
幹
部
以
下
総
動
員
の

大
活
躍
を
開
始
し
、
藤
田
派
の
虚
に
乗
じ
て
若
干
敵
勢
切
り
崩
し

に
成
功
し
気
勢
愈
々
揚
が
り
選
挙
当
日
竹
内
総
務
の
如
き
は
十
一

点
の
勝
越
し
を
信
じ
、
加
藤
支
部
長
は
別
項
に
全
く
符
合
し
て
七

六

結
果
分
析

当
選
者
は
貴
族
院
の
院
内
会
派
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
伊
沢

と
吉
野
は
最
大
会
派
の
研
究
会
、
嗚
海
と
工
藤
は
政
友
会
系
の
交
友
倶

楽
部
、
土
田
と
橋
本
は
憲
政
会
系
の
同
成
会
に
入
り
、
瀬
川
は
公
約
通

(94) 

り
無
所
属
で
議
員
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

点
の
勝
ち
越
し
を
信
じ
て
ゐ
た
と
の
事
で
あ
っ
た
。

②
宮
城
県
（
「
河
北
新
報
」
大
正
十
四
年
九
月
十
一
日
二
面
）

宮
城
県
多
額
議
員
選
挙
の
結
果
遂
に
僅
々
四
票
の
差
を
以
て
伊
沢

平
左
衛
門
氏
の
当
選
に
決
し
二
旬
余
に
亘
る
戦
ひ
の
幕
を
閉
ぢ

た
。
彼
の
政
憲
協
調
の
議
が
破
れ
て
伊
沢
氏
が
立
候
補
し
て
以
来

五
十
余
日
身
現
在
衆
議
院
議
員
の
職
に
あ
り
而
も
憲
政
会
を
出
し

抜
き
只
管
一
身
一
門
の
光
栄
と
し
て
上
院
に
鞍
替
へ
を
企
て
た
伊

沢
氏
の
振
舞
ひ
に
義
憤
を
発
し
た
青
木
存
秀
氏
は
藤
沢
、
村
松
氏

ら
の
切
な
る
勧
請
に
応
じ
蹴
然
立
候
補
を
宜
し
た
の
で
あ
っ
た

が
、
時
す
で
に
三
十
余
日
を
経
過
し
伊
沢
氏
が
一
巡
県
下
の
有
権

者
を
訪
問
し
大
部
分
の
諒
解
を
得
た
る
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

最
初
か
ら
非
当
な
る
立
遅
れ
で
あ
っ
た
こ
と
と
青
木
氏
そ
の
人
が

有
権
者
間
に
余
り
顔
を
知
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
こ
と
と
加
ふ
る
に

銀
行
会
社
の
関
係
を
有
た
ず
且
伊
沢
氏
の
如
く
有
権
者
間
に
縁
故

関
係
を
有
し
な
か
っ
た
こ
と
等
条
件
は
青
木
氏
に
と
つ
て
最
初
か

ら
極
め
て
不
利
で
あ
っ
た
。
随
つ
て
初
め
は
恐
ら
く
角
力
に
成
る

ま
い
と
さ
へ
観
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
青
木
氏
の
非
常
な
決
心

と
憲
政
会
の
熱
烈
な
奮
闘
は
能
く
有
権
者
間
の
共
鳴
を
得
て
見
る

見
る
互
角
の
勢
ひ
に
漕
ぎ
付
け
逍
の
大
敵
を
し
て
顔
色
な
か
ら
し

め
、
殊
に
投
票
日
の
切
迫
に
伴
れ
て
形
勢
一
層
順
調
に
向
ひ
最
早

必
勝
疑
ひ
無
き
の
程
度
ま
で
立
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
伊
沢
派

が
政
本
両
党
の
後
援
と
特
に
銀
行
関
係
を
利
用
し
て
あ
ら
ゆ
る
手
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段
の
下
に
最
後
の
奮
闘
を
試
み
た
結
果
、
遂
に
頬
勢
を
線
に
食
ひ

止
め
四
票
の
僅
差
を
以
て
当
選
す
る
を
得
た
も
の
で
、
畢
覚
青
木

氏
の
敗
因
は
立
遅
れ
を
そ
の
主
因
と
し
前
記
の
諸
条
件
に
欠
け
て

ゐ
た
こ
と
も
一
因
で
所
謂
戦
ひ
に
勝
つ
て
勝
負
に
敗
け
た
も
の
と

観
ら
れ
て
ゐ
る
。

③
山
形
県
（
『
夕
刊
山
形
新
聞
」
大
正
十
四
年
九
月
十
一
日
一
面
）

政
友
会
が
逸
早
く
立
候
補
し
た
工
藤
氏
と
共
に
、
県
下
一
帯
に
亘

つ
て
第
一
期
偵
察
戦
を
試
み
た
時
、
既
に
勝
利
の
萌
芽
は
見
え
て

ゐ
た
。
そ
し
て
堂
々
の
策
戦
は
当
に
敵
派
を
圧
迫
し
政
友
会
の
伝

統
的
訓
練
が
至
る
所
遣
憾
な
く
表
明
せ
ら
れ
て
居
た
に
反
し
、
憲

政
派
は
石
川
長
右
衛
門
、
池
田
藤
弥
氏
等
散
々
塩
廻
し
を
し
た
揚

句
、
加
藤
長
三
郎
氏
に
落
ち
つ
く
迄
に
は
非
常
な
紆
余
曲
折
が

あ
っ
た
。
夫
が
既
に
憲
政
派
の
闘
志
を
汎
喪
せ
し
む
る
に
充
分
で

あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
補
欠
選
挙
に
於
け
る
石
川
長
右
衛
門
氏
の

大
勝
は
兵
を
瞬
ら
す
事
甚
だ
し
く
、
我
党
天
下
の
威
力
を
過
度
に

信
用
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
政
友
会
が
着
々
歩
武
を
整
へ
て

行
く
に
反
し
、
憲
政
派
は
立
遅
過
ぎ
た
。
此
れ
が
投
票
獲
得
の
パ
ー

セ
ン
テ
ー
ヂ
に
格
段
の
差
異
を
生
ぜ
し
む
る
原
因
と
な
っ
た
事
に

気
が
付
か
な
か
っ
た
の
は
憲
政
派
の
最
も
有
力
な
敗
因
で
あ
る
。

村
山
と
置
賜
が
政
友
会
の
絶
対
地
盤
で
あ
り
、
到
底
憲
政
派
の
窺

観
す
る
を
許
さ
ざ
る
程
堅
固
で
あ
る
事
を
知
ら
ず
、
我
党
政
府
の

威
力
と
黄
白
の
多
寡
に
依
つ
て
動
か
し
得
る
と
考
へ
た
所
に
も
大

き
な
違
算
が
あ
る
。
要
す
る
に
政
友
会
は
終
始
一
貫
、
白
日
堂
々

の
戦
ひ
を
進
め
た
に
反
し
、
憲
政
派
は
飽
迄
暗
中
飛
躍
に
依
つ
て

突
効
を
期
待
し
た
の
が
間
違
ひ
の
種
、
そ
の
過
信
が
十
九
票
の
差

異
を
祁
く
道
程
と
な
っ
た
と
は
憲
政
会
と
し
て
の
意
外
に
堪
へ
な

い
も
の
が
あ
る
あ
ら
う
。

福
島
県
で
は
吉
野
が
―
二

0
票
以
上
を
獲
得
し
て
大
勝
す
る
も
の
と

思
わ
れ
た
が
、
最
終
盤
で
橋
本
が
追
い
上
げ
を
見
せ
た
こ
と
と
互
選
人

の
中
に
吉
野
の
一
人
勝
ち
を
警
戒
す
る
動
き
が
現
れ
始
め
た
た
め
に
結

果
的
に
一

0
四
票
に
止
ま
っ
た
。
た
だ
も
う
―
つ
の
見
方
と
し
て
『
福

島
新
聞
」
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
互
選
人
の
中
に
は
両
者
と
個

人
的
関
係
を
持
っ
て
い
る
者
も
多
く
、
所
属
政
党
に
と
ら
わ
れ
ず
投
票

に
臨
ん
だ
こ
と
か
ら
大
方
の
予
想
に
反
し
た
結
果
を
生
ん
だ
と
も
言
え

る。
④
福
島
県
（
「
福
島
民
報
」
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
二
面
）

橋
本
氏
は
早
く
か
ら
名
乗
り
を
揚
げ
互
選
者
大
体
の
戸
別
訪
問
に

依
つ
て
運
動
上
頗
る
有
利
な
地
位
に
あ
り
、
憲
政
派
も
優
に
吉
野

氏
を
凌
ぐ
得
票
で
あ
る
と
信
ず
る
に
至
ら
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。

一
方
政
友
派
は
吉
野
候
補
の
立
遅
れ
を
補
ふ
に
大
努
力
を
以
て
し

て
刻
々
形
勢
を
挽
回
せ
し
め
、
投
票
の
三
日
前
に
到
り
百
票
以

上
を
獲
得
せ
る
事
確
実
と
な
り
、
更
に
奮
闘
を
続
け
最
後
に
至
り

百
二
十
票
を
下
る
事
は
絶
対
に
な
い
と
の
確
信
を
有
す
る
に
至
っ

た
の
で
あ
っ
て
寧
ろ
百
四
票
の
結
果
を
見
て
は
意
外
を
感
ず
る
と
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同
時
に
橋
本
派
が
一
且
破
ら
れ
た
る
形
勢
を
盛
り
返
し
て
八
十
三

票
に
漕
ぎ
着
け
た
る
は
所
謂
我
党
内
閣
の
憚
力
を
然
ら
し
む
る
所

で
あ
ら
う
と
観
て
居
る
。
憲
政
会
に
於
て
も
橋
本
氏
の
多
数
を
信

じ
て
居
た
ら
し
い
か
ら
意
外
に
思
ふ
の
で
あ
ら
う
。

⑤
福
島
県
（
「
福
島
新
聞
」
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
二
面
）

互
選
人
資
格
者
の
大
半
は
所
属
政
党
等
は
な
く
金
持
の
且
那
と
し

て
地
方
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
歩
を
た
ど
つ
て
ゐ
た
者
が
多
く
両
派

の
運
動
方
法
が
非
常
に
混
戦
し
ダ
プ
ツ
た
様
な
も
の
が
ザ
ラ
に
あ

る
以
上
た
ゞ
情
実
や
事
業
関
係
、
運
動
員
の
顔
等
で
膝
を
固
め
る

や
う
な
者
が
意
外
に
多
か
っ
た
事
が
両
派
が
意
外
を
連
発
す
る
処

の
意
外
な
結
果
を
生
ん
だ
も
の
で
あ
る
（
下
略
）
。

岩
手
県
で
は
「
岩
手
毎
日
新
聞
j

が
中
立
で
立
候
補
し
た
瀬
川
と
憲

政
会
と
の
関
係
を
痛
烈
に
批
判
し
た
が
、
こ
れ
は
岩
手
県
経
済
界
と
憲

政
会
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
金
田
一
財
閥
と
盛
岡
銀
行
の
痘
着
を
指
摘

も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
壁
に
太
刀
打
ち
で
き
な
か
っ
た
佐
藤
の
最
大
の

敗
因
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
佐
藤
が
瀬
川
に
比
べ
て
立
候
補
が
立

ち
遅
れ
た
こ
と
も
そ
の
一
っ
に
挙
げ
て
い
る
。
続
け
て
こ
れ
を
契
機
と

し
て
来
た
る
べ
き
普
選
に
向
け
て
政
友
会
支
部
の
立
て
直
し
を
要
求
し

(96) 

て
い
る
。

⑥
岩
手
県
（
「
岩
手
毎
日
新
聞
」
大
正
十
四
年
九
月
十
一
日
二
面
）

多
額
議
員
選
挙
は
別
項
の
如
く
憲
政
派
の
勝
利
に
帰
し
た
る
が
元

来
政
友
派
に
は
敵
と
相
応
ず
る
も
の
あ
る
上
軍
費
の
充
実
せ
ざ
る

事
な
れ
ば
そ
の
勝
利
は
極
め
て
危
ぶ
ま
れ
つ
つ
あ
り
し
が
、
さ
る

に
て
も
七
十
一
対
二
十
五
票
と
は
余
り
の
相
速
に
し
て
憲
政
派
は

如
何
に
黄
金
政
略
を
用
ひ
し
か
を
発
す
る
に
足
る
べ
し
。
敗
軍
し

た
る
佐
藤
候
補
は
も
と
も
と
立
遅
れ
た
る
と
敵
の
十
分
運
動
を
成

し
終
り
し
を
承
知
の
上
に
て
立
候
補
せ
る
は
氏
は
政
友
会
内
に
敵

と
内
通
し
こ
と
さ
ら
に
政
友
会
よ
り
候
補
者
を
立
て
ざ
ら
し
む
べ

き
力
め
た
る
者
あ
り
。
又
公
々
然
敵
の
為
に
運
動
を
為
す
者
さ
へ

あ
り
。
党
規
の
棄
乱
士
風
の
汎
喪
甚
だ
し
き
を
以
て
蒋
然
身
を
て

い
し
て
立
ち
士
気
を
振
作
し
党
規
を
粛
正
せ
ん
と
の
犠
牲
的
の
精

神
に
出
で
た
る
を
以
て
今
さ
ら
失
敗
し
た
り
と
て
駕
く
に
足
ら
ざ

る
べ
し
。
さ
る
に
て
も
政
友
会
支
部
が
擁
立
し
本
部
か
ら
公
認
し

た
る
佐
藤
候
補
が
落
選
せ
る
一
の
原
因
は
瀕
川
候
補
が
政
友
会
の

諒
解
を
得
た
り
と
て
虚
偽
の
言
を
弄
し
運
動
し
歩
く
を
見
な
が
ら

そ
の
匪
妄
な
る
を
同
志
に
通
告
せ
ざ
る
の
み
か
却
つ
て
政
友
会
に

は
候
補
者
な
き
を
如
何
せ
ん
と
分
言
し
士
気
の
頬
廃
を
招
き
た
る

赤
沢
幹
事
長
及
支
部
幹
事
の
要
職
に
在
り
な
が
ら
瀕
川
の
為
に
運

動
し
政
友
会
に
叛
逆
し
た
る
村
源
石
川
等
を
除
名
し
党
紀
の
粛
正

を
図
ら
ず
ん
ば
政
友
会
本
県
支
部
は
結
局
瓦
解
の
外
な
か
る
べ
し

政
友
会
支
部
た
る
も
の
至
急
断
乎
た
る
措
置
に
出
で
ず
ん
ば
党
内

正
義
の
士
相
率
ひ
て
去
る
に
至
ら
ん
。

対
立
候
補
批
判
は
秋
田
県
で
も
見
ら
れ
、
「
秋
田
魁
新
報
」
は
言
論
「
多

額
政
戦
を
顧
み
て
ー
怯
儒
な
る
本
間
氏
の
行
動
」
の
中
で
、
選
挙
直
前
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本
稿
で
は
東
北
六
県
に
お
け
る
地
元
新
聞
の
選
挙
報
道
か
ら
大
正

十
四
年
に
実
施
さ
れ
た
第
六
回
貴
族
院
多
額
納
税
者
議
員
選
挙
の
選
挙

ま
と
め

に
政
友
本
党
に
担
が
れ
て
立
候
補
に
至
っ
た
本
間
の
行
動
を
厳
し
く
糾

弾
す
る
と
と
も
に
、
本
間
派
と
目
さ
れ
な
が
ら
も
土
田
に
投
票
し
た
互

選
人
の
行
動
に
つ
い
て
は
公
正
な
行
動
で
あ
っ
た
と
高
く
評
価
し
て
い

る。
⑦
秋
田
県
（
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
面
）

多
額
納
税
議
員
の
有
権
者
は
、
有
産
階
級
と
し
て
特
種
の
地
位
に

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
智
識
階
級
と
し
て
も
優
越
階
級
に
あ
る
も

の
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
随
つ
て
選
挙
権
の
行
使
は
最
も
合

理
的
で
且
つ
模
範
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
本
間
老
翁
に
投
じ
た

る
二
十
一
票
の
投
票
は
拠
な
き
党
派
関
係
と
、
其
他
抜
き
差
し
な

ら
ぬ
情
実
関
係
に
依
る
も
の
な
る
こ
と
は
、
之
を
想
像
す
る
に
難

く
は
な
い
が
、
土
田
氏
に
投
ぜ
ら
れ
た
五
十
一
票
の
内
に
は
、
本

間
老
翁
の
公
明
な
る
態
度
如
何
に
依
り
て
は
、
当
然
本
間
老
翁
に

獲
得
せ
ら
れ
た
点
も
含
ま
れ
て
居
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
が
本
間
老

翁
の
行
動
を
拒
否
し
て
土
田
氏
に
投
じ
た
る
は
、
情
実
を
超
越
し

た
公
正
な
行
動
で
あ
っ
て
、
自
ら
の
地
位
を
辱
め
ぬ
措
置
と
称
す

べ
き
で
あ
る
。

戦
の
実
態
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
貴
族
院
の
改
正
に
よ
り
互
選
人
の

数
は
そ
れ
ま
で
の
一
五
人
か
ら
一

0
0人
（
福
島
県
で
は
二

0
0人）

に
増
加
し
、
第
一
回
以
来
行
わ
れ
て
き
た
互
選
人
宅
の
個
別
訪
問
に
加

え
て
政
党
の
組
織
力
に
依
存
し
た
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
立
候
補
者
の
大
半
は
地
方
経
済
界
の
重
鎮
、
取
り
わ
け
銀
行
関
係

者
が
多
く
、
そ
の
擁
立
は
政
党
主
甜
で
行
わ
れ
た
が
、
岩
手
県
の
よ
う

に
経
済
界
の
支
援
を
受
け
た
中
立
候
補
者
を
政
党
が
支
援
す
る
と
い
う

特
異
な
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
政
党
の
機
関
紙
的
側
面
も
持
っ

て
い
た
地
方
紙
を
通
じ
た
言
論
戦
も
大
々
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
さ
ら
に
岩
手
県
で
は
中
央
か
ら
政
党
の
幹
部
を
弁
士
に
招
い
て
応

援
演
説
会
を
開
催
す
る
な
ど
来
た
る
べ
き
普
選
を
意
識
し
て
互
選
人
以

外
の
一
般
の
人
々
を
も
動
員
し
た
一
大
政
戦
と
化
し
た
。

さ
ら
に
、
宮
城
県
で
は
当
初
政
友
会
と
憲
政
会
の
相
乗
り
候
補
者
を

擁
立
し
て
無
風
選
挙
、
す
な
わ
ち
信
任
投
票
と
す
る
計
画
だ
っ
た
が
、

選
挙
戦
の
最
中
に
設
憲
三
派
が
崩
壊
し
て
加
藤
高
明
政
権
が
憲
政
会
単

独
内
閣
と
な
っ
た
た
め
に
政
友
会
本
部
の
意
向
に
従
っ
て
こ
の
計
画
が

頓
挫
し
、
憲
政
会
は
急
ぎ
候
補
者
を
擁
立
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

選
挙
結
果
は
政
党
の
推
薦
ま
た
は
支
援
を
受
け
て
い
ち
早
く
出
馬
表

明
し
た
候
補
者
が
当
選
を
果
た
し
て
お
り
、
見
方
を
変
え
れ
ば
政
党
の

組
織
力
を
利
用
し
て
互
選
人
宅
を
い
ち
早
く
戸
別
訪
問
し
た
候
補
者
ほ

ど
当
選
す
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
、
福
島
県
の

よ
う
に
、
二
人
区
に
政
友
会
と
憲
政
会
が
一
人
ず
つ
候
補
者
を
擁
立
し
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て
本
来
で
あ
れ
ば
無
風
選
挙
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
熾

烈
な
争
奪
戦
が
展
開
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
護
憲
三
派
解
消
後
の
地
方

政
界
の
動
向
が
選
挙
戦
に
色
濃
く
反
映
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

全
国
的
に
は
与
党
憲
政
会
が
六
六
議
席
中
ニ
―
議
席
（
三
一
・
八
パ
ー

セ
ン
ト
）
を
占
有
し
た
も
の
の
、
東
北
で
は
七
議
席
の
う
ち
政
友
会
が

三
議
席
、
政
友
本
党
が
一
議
席
を
獲
得
し
て
お
り
、
憲
政
会
が
野
党
勢

力
に
屈
し
た
形
と
な
っ
た
。
東
北
以
外
の
地
域
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う

な
選
挙
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
か
、
今
後
の
さ
ら
な
る
解
明
が
待
た
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

註
(
l
)
秋
田
県
公
文
杏
館
所
蔵
「
貴
族
院
多
額
納
税
者
議
員
互
選
事
務
薄
」

(
9
3
0
1
0
3
,
1
0
1
7
9
)
。
4
ェ
旧
示
で
二
五
0
0
円
以
上
の
納
税
者
は
一
〇
七

人
に
及
ん
で
い
る
。

(
2
)
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
「
貴
族
院
多
額
納
税
者
議
員
互
選
事
務
簿
」

(
9
3
0
1
0
3
‘
1
0
1
7
8
)

。

4ェ
国
示
で
ヽ
＿
一
五

0
0
m
り
N
5卜
4
の
紬E珀
5去P
iい
予
土
備
罪
〖

査
時
よ
り
五
人
減
っ
て
一

0
1
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
秋
田
県
告
示
第

二
0
八
号
（
「
秋
田
県
報
」
号
外
、
大
正
十
四
年
七
月
二
十
日
）
。

(3)
元
衆
議
院
議
員
の
斎
藤
宇
一
郎
（
由
利
郡
平
沢
町
、
互
選
人
名
簿
順

位
第
六
十
三
位
）
、
衆
議
院
議
員
の
池
田
亀
治
（
仙
北
郡
刈
和
野
町
、

互
選
人
名
簿
順
位
第
七
十
五
位
）
、
衆
議
院
議
員
の
塩
田
団
平
（
平

鹿
郡
沼
館
町
、
互
選
人
名
薄
順
位
第
十
七
位
）
の
三
人
を
選
挙
立
会

人
に
選
任
し
た
。

(
4
)
秋
田
県
告
示
第
二
百
四
十
四
号
（
「
秋
田
県
報
」
号
外
、
大
正
十
四

年
九
月
一
日
）
。

(
5
)
秋
田
県
告
示
第
二
百
四
十
五
号
（
「
秋
田
県
報
」
号
外
、
大
正
十
四

年
九
月
五
日
）
。

(6)
岩
手
県
庁
に
も
大
正
十
四
年
の
多
額
納
税
者
議
員
選
挙
に
関
す
る
六

冊
の
永
年
保
存
文
書
が
現
存
し
て
い
る
が

(
C
1
2ー

3
|
8
_
2
9
¥

34)
、
予
備
調
査
の
実
施
を
示
す
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。

(
7
)
「
夕
刊
東
奥
日
報
」
大
正
十
四
年
四
月
二
十
日
五
面
。

(8)
青
森
県
議
会
史
編
築
委
員
会
編
「
青
森
県
政
史
自
大
正
一
＿
年
至
大

正
十
五
年
」
、
昭
和
四
十
二
(
-
九
六
七
）
年
三
月
、
一
〇
六
八
＼

1
0
六
九
頁
。

(9)
「
東
奥
日
報
」
大
正
十
四
年
七
月
十
八
日
二
面
。

(10)
「
山
形
新
聞
」
大
正
十
四
年
六
月
十
九
日
二
面
。

(11)
工
藤
が
立
候
補
を
承
諾
し
た
こ
と
を
伝
え
る
地
元
紙
の
選
挙
報
道
は

見
当
た
ら
な
い
が
、
前
後
の
関
係
か
ら
数
日
内
に
出
馬
を
決
意
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

(12)
「
秋
田
新
聞
」
大
正
十
四
年
七
月
三
十
日
二
面
。

(13)
「
秋
田
新
聞
」
大
正
十
四
年
七
月
三
十
日
二
面
。

(14)
「
秋
田
新
聞
」
大
正
十
四
年
八
月
一
日
二
面
。

(15)
「
夕
刊
河
北
新
報
」
大
正
十
四
年
七
月
二
十
一
日
一
面
。

(16)
「
河
北
新
報
」
大
正
十
四
年
七
月
二
十
九
日
二
面
。

(17)
「
河
北
新
報
」
大
正
十
四
年
八
月
四
日
二
面
。

(18)
「
河
北
新
報
」
大
正
十
四
年
七
月
二
十
二
日
二
面
。
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(19)
「
夕
刊
河
北
新
報
」
大
正
十
四
年
八
月
十
八
日
一
面
。

(20)
「
東
奥
日
報
」
大
正
十
四
年
六
月
二
十
九

H
一面。

(21)
「
東
奥
日
報
」
大
正
十
四
年
七
月
三
日
二
面
。

(22)
「
東
奥
日
報
」
大
正
十
四
年
七
月
二
十
二
日
二
面
。

(23)
「
東
奥
日
報
」
大
正
十
四
年
七
月
二
十
九
日
二
面
。
「
東
奥
日
報
」
大

正
十
四
年
八
月
五
日
二
面
。

(24)
「
岩
手
日
報
」
大
正
十
四
年
七
月
九
日
二
面
。

(25)
「
岩
手
毎
日
新
聞
」
大
正
十
四
年
八
月
二
十
日
二
面
。

(26)
「
岩
手
日
報
j

大
正
十
四
年
七
月
十
九
日
二
面
。

(27)
「
岩
手
毎
日
新
聞
」
大
正
十
四
年
七
月
二
十
四
日
二
面
。

(28)
「
岩
手
毎
日
新
聞
」
大
正
十
四
年
七
月
二
十
九
日
二
面
。

(29)
「
岩
手
毎
日
新
聞
」
大
正
十
四
年
八
月
一
日
二
面
。

(30)
「
秋
田
新
聞
」
大
正
十
四
年
七
月
二
十
七
日
二
面
。

(31)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
四
年
八
月
七
日
二
面
。

(32)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
四
年
八
月
十
四
日
二
面
。

(33)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
四
年
八
月
二
十
日
二
面
。

(34)
「
秋
田
新
聞
」
大
正
十
四
年
八
月
二
十
三
日
二
面
。

(35)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
四
年
八
月
二
十
九
日
二
面
。

(36)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
四
年
九
月
六
日
二
面
。
土
田
と
本
間
の
対

決
は
明
治
四
十
四
(
-
九
―
一
）
年
六
月
十
日
に
実
施
さ
れ
た
第
四

回
に
続
い
て
二
回
目
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
は
本
間
が
七
票
を
獲

得
し
、
土
田
に
二
票
差
を
つ
け
て
当
選
し
た
。

(37)
「
酒
田
新
聞
」
大
正
十
四
年
七
月
二
十
五

8
二
面
。

(38)
八
月
二
十
八

8
に
実
施
さ
れ
た
山
形
県
第
五
区
補
欠
選
挙
で
石
川
は

七
六
ニ
ニ
票
を
獲
得
し
、
政
友
会
の
岸
本
正
雄
の
四
六
二
三
票
、
中

立
の
鶴
見
孝
太
郎
の
九
一
六
票
に
大
差
を
つ
け
て
二
回
目
の
当
選
を

果
た
し
た
。
「
山
形
新
岡
」
大
正
十
四
年
八
月
ー
―
-
+
―
日
二
面
・
三

面
棚
外
。

(39)
「
米
沢
新
聞
」
大
正
十
四
年
八
月
六
日
二
面
。

(40)
「
山
形
新
聞
」
大
正
十
四
年
八
月
十
五
日
二
面
。

(41)
「
福
島
民
友
新
聞
」
大
正
十
四
年
七
月
三
十
一
日
二
面
。

(42)
「
福
島
新
聞
」
大
正
十
四
年
八
月
十
日
二
面
。

(43)
「
福
島
民
友
新
聞
」
大
正
十
四
年
八
月
十
＿
―
-
日
二
面
。

(44)
「
福
島
民
友
新
聞
」
大
正
十
四
年
七
月
ー
―
-
＋
一
日
二
面
。

(45)
「
福
島
民
友
新
聞
」
大
正
十
四
年
八
月
十
三
日
二
面
。

(46)
「
福
島
民
友
新
聞
」
大
正
十
四
年
八
月
十
四
日
二
面
。
こ
の
機
関
紙

と
は
政
友
会
系
の
福
島
民
報
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る。

(47)
「
福
島
新
聞
」
大
正
十
四
年
八
月
十
七
日
二
面
。

(48)
「
福
島
民
報
」
大
正
十
四
年
八
月
十
六
日
二
面
。

(49)
「
福
島
民
友
新
聞
」
大
正
十
四
年
八
月
十
九
日
二
面
。

(50)
「
福
島
民
友
新
聞
」
大
正
十
四
年
八
月
十
九
日
二
面
。

(51)
「
福
島
新
聞
」
大
正
十
四
年
八
月
二
十
一
日
二
面
。

(52)
「
福
島
民
友
新
聞
」
大
正
十
四
年
八
月
十
九
日
二
面
。

(53)
「
福
島
新
聞
」
大
正
十
四
年
八
月
二
十
二
日
二
面
。

(54)
「
福
島
民
報
」
大
正
十
四
年
八
月
二
十
四
日
二
面
。

- 125 -

Akita University



(55)
「
福
島
新
聞
」
大
正
十
四
年
八
月
二
十
五
日
二
面
。

(56)
「
河
北
新
報
」
大
正
十
四
年
九
月
八
日
二
面
。

(57)
「
河
北
新
報
」
大
正
十
四
年
九
月
七
日
二
面
。

(58)
「
岩
手
毎
日
新
聞
」
大
正
十
四
年
八
月
二
十
日
二
面
。

(59)
「
岩
手
毎
日
新
聞
」
大
正
十
四
年
九
月
九
日
一
面
。

(60)
「
夕
刊
岩
手
日
報
」
大
正
十
四
年
九
月
九
日
一
面
。

(61)
「
日
刊
新
秋
田
」
大
正
十
四
年
九
月
九

H
二
面
。

(62)
註

(8)
。

(63)
「
岩
手
日
報
」
昭
和
九
年
九
月
三
日
三
面
。
金
田
一
は
盛
岡
銀
行
の

倒
産
後
に
背
任
と
業
務
上
横
領
で
起
訴
さ
れ
、
背
任
関
係
訊
問
の
中

で
瀬
川
へ
の
選
挙
協
力
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

(64)
「
東
奥
日
報
」
大
正
十
四
年
九
月
七
日
二
面
。

(65)
「
東
奥
日
報
」
大
正
十
四
年
九
月
十
日
一
面
。

(66)
「
岩
手
日
報
」
大
正
十
四
年
八
月
二
十
一
日
二
面
。

(67)
「
夕
刊
岩
手
日
報
」
大
正
十
四
年
九
月
四
日
一
面
。

(68)
「
岩
手
8
報
」
大
正
十
四
年
九
月
五
日
二
面
。

(69)
「
岩
手
日
報
」
大
正
十
四
年
九
月
七
日
二
面
。

(70)
「
岩
手
日
報
」
大
正
十
四
年
九
月
十
日
二
面

(71)
「
岩
手
毎
日
新
聞
」
大
正
十
四
年
九
月
十
日
二
面
。

(72)
「
河
北
新
報
」
大
正
十
四
年
八
月
二
十
九
日
二
面
。

(73)
「
河
北
新
報
」
大
正
十
四
年
九
月
三
日
二
面
。

(74)
「
河
北
新
報
」
大
正
十
四
年
九
月
六
日
二
面
。

(75)
「
河
北
新
報
」
大
正
十
四
年
九
月
十
日
二
面
。

(76)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
四
年
九
月
九
日
二
面
。

(77)
「
秋
田
新
闘
」
大
正
十
四
年
九
月
九
日
二
面
。

(78)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
四
年
九
月
十
日
二
面
。
「
H
刊
新
秋
田
」
大

正
十
四
年
九
月
十
日
二
面
。

(79)
「
山
形
新
聞
」
大
正
十
四
年
九
月
五
日
二
面
。
四
日
に
加
藤
は
山
形

市
に
入
っ
て
戸
別
訪
問
を
開
始
し
、
一
方
の
工
藤
も
西
沢
定
吉
代
議

士
同
道
で
庄
内
遠
征
を
開
始
し
た
。

(80)
「
鶴
岡
新
問
」
大
正
十
四
年
八
月
三
十
日
二
面
。

(81)
「
夕
刊
山
形
新
問
」
大
正
十
四
年
九
月
八
日
一
面
。

(82)
「
山
形
新
囲
」
大
正
十
四
年
九
月
九
日
二
面
。

(83)
「
山
形
新
聞
」
大
正
十
四
年
九
月
十
日
二
面
。

(84)
「
福
島
新
聞
」
大
正
十
四
年
八
月
三
十
日
二
面
。

(85)
「
福
島
新
聞
」
大
正
十
四
年
九
月
四
日
二
面
。

(86)
「
福
島
新
聞
」
大
正
十
四
年
九
月
十
日
二
面
。

(87)
「
福
島
民
友
新
聞
」
大
正
十
四
年
九
月
十
日
二
面
。

(88)
「
福
島
民
報
」
大
正
十
四
年
九
月
十
日
二
面
。

(89)
「
福
島
新
問
」
大
正
十
四
年
九
月
十
一
日
二
面
。

(90)
青
森
県
で
は
本
会
場
（
青
森
県
県
庁
）
と
二
分
会
場
（
北
津
軽
郡
役
所
、

三
戸
郡
役
所
）
、
山
形
県
で
は
本
会
場
（
山
形
県
庁
）
と
一
分
会
場
（
鶴

岡
市
公
会
堂
）
、
福
島
県
で
は
本
会
場
（
福
島
県
庁
）
と
三
分
会
場
（
安

積
郡
役
所
、
北
会
津
郡
役
所
、
石
城
郡
役
所
）
が
設
置
さ
れ
、
三
県
と

も
に
翌
日
午
前
九
時
か
ら
本
会
場
で
開
票
が
行
わ
れ
た
。

(91)
「
東
奥
日
報
」
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
一
面
。
「
弘
前
新
聞
」
大
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選挙広告（青森県・山形県）

IBげ青
闘

「東奥日報J大正 14年9月7日3面 「東奥日報J大正 14年9月7日1面

推

廊

廣

告

来
る
九
月
十
日
執
r11
せ
ら
る
べ
き

貴
族
院
議
員
逍
駁
に
際
し

加
藤
長
三
郎
君

を
最
適
材
と
認
め
候
補
者
に
推
廊
致
候

岡
御
賛
成
御
投
票
被
成
下
度
此
段
御
依

頼

申

上

候

敬

具

大
正
十
四
年
八
月

西

田

川

郡

有

志

鶴

岡

市

有

志

荘
内
一
―
―
郡
有
志

最

上

郡

有

志

村
山
置
賜
郡
有
志

山
形
釆
澤
市
有
志

推

薦

告

工
藤
八
之
助
君

罰
訓
罷

！也i
-〖
竺i

窟

四

年

八

月紺

山

四

郡

有

志

H

竺『一竺
i

「鶴岡新聞」大正 14年8月22日2面 「山形新間」大正 14年8月22日3面
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正
十
二
年
九
月
十
二
日
＿
一
面
。
平
山
の
直
接
国
税
総
額
は
当
初

一
三
五

0
円
五
九
銭
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
所
得
の
減
額
が
発
覚
し

て
失
格
と
な
っ
た
た
め
に
、
間
も
な
く
貸
金
所
得
額
一
五

0
0
円
を

五
所
川
原
税
務
署
に
追
加
申
告
し
た
。
同
税
務
署
は
直
ち
に
納
税
総

額
を
一

0
三
四
円
四

0
銭
に
更
正
決
定
し
た
が
、
順
位
第
百
一
位
の

田
中
勇
三
（
青
森
市
）
よ
り
も
三
五
円
八
七
銭
不
足
し
て
い
た
。

(92)
「
河
北
新
報
」
大
正
十
四
年
九
月
十
一

H
二
面
。

(93)
「
夕
刊
山
形
新
聞
」
大
正
十
四
年
九
月
十
一
日
一
面
。

(94)
西
尾
林
太
郎
氏
「
第
六
回
費
族
院
多
額
納
税
者
議
員
通
常
選
挙
の
当

選
者
と
会
派
」
（
愛
知
淑
徳
大
学
大
学
院
研
究
会
編
「
愛
知
淑
徳
大

学
現
代
社
会
研
究
科
研
究
報
告
」
第
一

0
号
、
二

0
一
四
年
三
月
）
。

(95)
青
森
県
で
は
選
挙
直
前
に
南
津
軽
郡
の
実
力
者
だ
っ
た
外
川
平
八
（
南

津
軽
郡
竹
館
村
、
互
選
人
名
節
順
位
第
六
十
七
位
）
が
政
友
本
党
を

脱
党
し
て
藤
田
へ
の
投
票
を
言
明
す
る
な
ど
選
挙
戦
に
津
軽
と
南
部

の
地
域
対
決
も
絡
ん
で
い
た
（
「
東
奥
日
報
」
大
正
十
四
年
九
月
八

日
二
面
）
。

(96)
政
友
会
岩
手
県
支
部
大
会
は
十
月
二
十
五
日
に
盛
岡
劇
場
に
お
い
て

党
員
千
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
が
、
新
支
部
長
に
広
瀬
為
久
衆
議

院
議
員
を
選
出
し
て
普
選
に
向
け
て
再
起
を
期
す
こ
と
に
な
っ
た

（
「
岩
手
毎
日
新
聞
」
＋
月
二
十
六
日
二
面
）
。

(97)
西
尾
林
太
郎
氏
「
大
正
十
四
年
多
額
納
税
者
議
員
選
挙
と
そ
の
当
選

者
」
（
愛
知
淑
徳
大
学
編
「
愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
か
釜
匹
文
化
学
部
篇
」

第
四
号
、
二

0
一
四
年
三
月
）
。

本
稿
は
二

0
一
六
年
十
月
二
日
に
秋
田
大
学
（
三
ー
三
四
三
教
室
）

で
行
わ
れ
た
東
北
史
学
会
・
秋
田
大
学
史
学
会
合
同
大
会
日
本
近
世
近

代
史
部
会
で
発
表
し
た
内
容
を
論
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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